
№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

市で福祉バスを運行していると思うが、乗車人数が行きは１０名くらい乗っているのを見る
が、帰りはあまり乗ってないように思います。統計はとっているのかお聞きたいです。
また、以前はお山の湯があったので乗り降りする人もいたかと思いますが、特に帰りは空の
バスが走っているように見えます。ただ、私としては午前に出たら午前に帰れるようなバス
があるといいと思います。
さらに、滝沢中央病院もあることから、病院を回るようなバスがあるといいと思います。

福祉バスの統計については、業者から毎月実績報告書が来ており、それ
をもとに支払いをしています。乗車人数について把握はしていますが、
本日は昨年の実績資料など持参していないため詳細は分かりませんが１
回当たりおよそ１０名程度が乗車しているようです。運行回数について
は検討させていただきたいと思います。病院間の運行計画については交
通政策の分野も含まれると思いますので、担当部署に共有させていただ
きます。（勝田健康福祉部長）

高齢者支援課

都市政策課
市回答のとおり

2 総計

何年か前に川前付近からある業者と運行状態を検証してバスを運行させる話があったかと思
いますが、市にもその結果は共有されていましたか。事業にならず業者が撤退していたと聞
きました。市内循環バスができると期待していたが、どうなったか分かりません。年を取る
と足がないと安全安心はなく、高齢者にとっては不安があるので、市内循環バスを復活させ
てほしいです。

そのような声はたくさん頂いていましたが、実際にバスを走らせてみる
と乗る人がいなかったという実情がありました。しかし、今は都市部で
はオンデマンド交通もあるようなので、市役所でも勉強していきたいで
す。睦大学に通われる方はバス利用の方もいるそうですが、自分の車で
通われる方も多いと聞きます。様々な情報を集めて、本当に必要とする
人に対応する政策を進めていきたいと考えます。（武田市長）

都市政策課

現在、市役所前の中心拠点商業
地区の整備に合わせて市内各地
域から中心拠点地域に向かうコ
ミュニティバスなどの地域内交
通について、利用者のニーズな
どを把握したうえで検討する予
定としております。

3 総計

市では様々な情報発信をしているようですが、必要な人に届いていないのではないかと思い
ます。バスの試験的な運行などそのようなことがあれば、自治会に感想をとったりするべき
ではないかと思うので、いろんな人の声を拾ってほしいです。
また、多様性の時代ですが、いろいろな立場の人の声も拾ってほしいです。病院に行くのに
高いお金を払っている人もいると聞きますし、だんだんと病院まで行くことが大変な人も増
えているので、そのような人の声も拾ってほしいです。

今は新しい団体も立ち上がり、マイヤのスローショッピングもありま
す。そういった中でいろいろな声を聞けるようにして、いろいろなサー
ビスを始めたばかりであります。そのような情報もしっかりと集めなが
ら、どのような形で地域で利活用できるのか検討し、皆様のお役に立て
るようにしていきたいです。（武田市長）

高齢者支援課

都市政策課

【高齢者支援課】
市では、睦大学以外でもご利用
になれる福祉バスを市内の地域
から市役所まで運行しておりま
すので、ご活用ください。

【都市政策課】
市回答のとおり

4 総計

高齢者の一人世帯が多くなっていると感じるので、支えあいや声掛け、もし気になる人がい
たら行政への報告が必要だと感じます。高齢者が元気なことはいいことなので、月に１回介
護教室をやっているそうですが、いろいろな自治会の様子を見て欲しいです。優しさやおも
いやりにはそのようなことが大切なのではないかと思います。

地域包括支援セン
ター

市内２７か所で実施中のいきい
きサロンで開催している介護予
防教室では、地域包括支援セン
ターから職員が出向き、健康相
談や介護予防に関する講話を
行っております。教室時の様子
については担当者が報告を受
け、気になる参加者や様子があ
れば適切な相談先へつなぐなど
して対応していますので、ご心
配なことがありましたらご相談
ください。

5 総計

市の大きいイベントは市役所方面で開催されるので、免許を返納したら市役所方面に行けま
せん。巣子からバスに乗って市役所方面に行こうとすると、バスの乗り換えが発生しとても
不便です。もっと道路を広くしてゆったりと運転できるようにするなど、コミュニティバス
などで交通面が便利になることが優しさにつながると思います。

都市政策課

過去に巣子地区から市役所方面
へ路線バスを走らせましたが、
利用者がいなく廃止した経緯が
あります。また、バス路線は需
要と供給のバランスにより維持
されていることから、全てを網
羅することは困難であり、バス
の乗換えが必要となることにつ
いてご理解とご協力をお願いし
ます。
現在、市役所前の中心拠点商業
地区の整備に合わせて市内各地
域から中心拠点地域に向かうコ
ミュニティバスなどの地域内交
通について、利用者のニーズな
どを把握したうえで検討する予
定としております。

①　東部地域づくり懇談会
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6 総計

横断歩道がないばかりに子どもたちが横断歩道のあるところまでぐるっと迂回しなくてはい
けませんが、歩道が整備されていないのですごく危ないという声があります。子どもたちが
安心して学校に通うためにも重点的に整備してほしいです。

道路課

防災防犯課

【防災防犯課】
地域の要望等によって、関係機
関等と現地調査を実施しており
ます。今後についても市民の安
全安心のため対応してまいりま
す。

【道路課】
道路課では、巣子地区において
道路改良工事（歩道設置含む）
を行っております。国からの補
助金等の関係もございますが、
今後も事業進捗できるよう進め
てまいります。

7 総計

優しさは命を大事にすることだと思います。岩手には国立の大学病院がなくそれは全国でも
岩手県だけと聞き、平等に医療行為を与えてもらっていないことだと思います。岩手県とし
て国立の医科大学を誘致し、例えば滝沢には国立の広大な土地があるはずなので、その土地
を市民のために利用させてもらうよう働きかけてほしいです。
また、国立の医科大学がないと、医師を目指す優秀な学生が他県に行くため人材流出につな
がり、他県から優秀な学生が来ることも少ないです。岩手県は県北など過疎地域が多く医療
の恩恵を受けていません。国立の医科大学を滝沢にある国立の土地に誘致すると、県北の人
も恩恵を受けられると思います。全国水準の平等な医療を受けられることは優しさだと思い
ます。

健康推進課

国立の大学病院の誘致について
県への働きかけは現在考えてい
ないところであります。市民の
皆さんが安心して暮らすことが
できるよう、医療体制の構築に
ついて、岩手県及び盛岡保健医
療圏の関係機関、地域の医師会
等と引き続き連携を図ってまい
ります。

8 総計

巣子保育園とローソンの間にある家に車イスの住民が住んでいます。その家の近道の道路は
土地改良区の土地で未舗装の砂利の道路になっていますが、よく使う道路です。しかし、街
灯もなく砂利が掘られており、雨の日には歩行者は歩けません。自治会長がわざわざ市役所
の道路課に行くも却下されたと聞きました。地域住民のためにもコンクリート舗装までは望
まないが、歩行者が通りやすく、水がたまらないよう砂利をとれるようにしてほしいです。
土地改良区の土地かもしれませんが、平らにしてもらえると嬉しいです。

道路課

要望ありました道路は、市が管
理する道路ではないため、市が
道路を整備したり、補修するこ
とはできませんので、道路所有
者に要望内容についてお伝えい
たします。

9 総計

私道を市に寄付しようとしたが却下され、何も手をかけてもらえず個人で砂利を引いている
ようです。また、除雪も入らないため個人で頑張っているようだが、春になると轍が酷くて
とても危ない状況です。やさしさという部分からすると、市から見捨てられたような気持ち
になります。寄付を受けてもらえないのであれば、除雪だけでもしっかりして欲しいです。

前のお話も含めて具体的に場所を見せていただきながらどういった対応
になるのか検討したいです。しかし基本的には市が管理している道路を
基準に除雪しているのが現状です。私道については、道直し事業で市で
も補助しながら、地元の使っている方からお出しいただいて補助してい
ます。この場では結論は出せないので、会長さんとお話ししてどうして
いくのか相談させて頂きたいです。（岡田副市長） 道路課

市道認定に必要な要件があり、
要件に満たない事項があれば改
善が必要となります。
私道除雪につきましては、私道
を市が除雪を行うことはできま
せんので、私道除雪補助金の活
用についてご検討の程お願いし
ます。この件につきまして、内
容等を後日確認させて頂ければ
と思います。

10 総計

働き方改革とあるが、市職員の土日勤務の決まりや活動の制限はありますか。子どもの頃に
さまざまな活動した記憶がありますが、今はなかなかそういう活動がありません。相の沢自
然センターやネイチャーセンターなどではいろいろ活動ができると思うので、子どもたちに
体験学習をやりたいが、働き方改革がネックになります。自分たちではなかなか実現できな
いこともあるので、こどもまんなか滝沢のためにも、子どもたちのために力添えが欲しいで
す。

総務課

土日は週休日となっており、市
職員の土日勤務は時間外労働に
当たりますが、業務に制限は特
にありません。
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11
地域
懇談

巣子保育園跡地の利用について令和３年に始まり、その年の自治会長研修でも話し合いまし
たが１５分だけでした。昨年の市政懇談会でも話しましたが進んでいません。令和５年４月
に取り壊しが始まり、すでに取り壊されましたが、今年の４月１４日に児童福祉課と話した
ところ、壊すと今度は財務課の所管になる、都市計画の中に入っているとのお話もありまし
た。市としてどのように考えているのか、令和３年度から話していることなのでどうにかし
てほしいです。

令和３年９月に協議の場を設けたいとの文書をいただき、それに合わせ
て１０月６日に自治会長さんと前の健康福祉部長や関係部課等で話し合
いをさせていただきましたが、その際に跡地については自治会からも庁
内からも意向なしの状況のため、更地にして市に返すとして保育協会と
契約があるのでそれに向けて事務を進めていると話をさせていただきま
した。現在は残土が少し残っていますが更地になっていて、保育協会か
ら市に返す予定で財務課に所管替えしていくという形で進んでいます。
（勝田健康福祉部長）

都市計画については市街化区域に入っているという話だと思います。ま
た、この件については昨年の市政懇談会でもありましたが、行き違って
いるという印象を持っています。いろんなお話があったと思いますが、
市としては結果として跡地の利用について希望なしという捉え方になり
ました。保育協会からは更地にして市にお返しするということで終わり
であり、あとは地域の皆さんと行政が話し合って、最終的にどうするか
決めるという方向かと思ういます。今一度その話し合いをする場を早め
に設けたほうがいいと率直に思いました。（岡田副市長）

児童福祉課

地域づくり推進課

令和５年７月２７日に東部地区
４自治会と地域づくり推進課で
巣子保育園跡地についての協議
を行いました。令和３年９月か
らの経過を共有し、市として跡
地利用の予定がないこと、ま
た、児童福祉課から財務課への
所管替えを予定していることの
説明を行い、その旨をご理解い
ただきました。

７月２７日

12
地域
懇談

東小学校に学童保育クラブが２つあり、１つは東小学校の正門入ってすぐ左側だがこれはあ
まり問題がありません。問題があるのは、東部体育館の後ろ側にある川前学童クラブの建物
です。これは市内に数十か所ある学童クラブの中で一番古いと聞いています。また、地形的
な問題により昨年７月２４日の大雨の時に学童クラブの建物が床上浸水になりかかったとい
う経緯があり、経営主体である父母会からは新築して移転するほうがいいという要望が出て
います。学校から１.４キロあるという問題もあるので、なるべく早く結論を出してほしいで
す。自治会側としては東小学校の敷地内にある学童の隣の空き地に新築してくれると嬉しい
です。要望書も提出していることから新築移転について強く要望します。

要望書は確かにいただいており、共有しているので受け止めたいと思い
ます。現在学校敷地内を使用するという要望なので、教育委員会と相談
しています。早めに結論を出せるようにしていきたいと思っているので
もう少しお待ちいただきたいです。（勝田健康福祉部長）

児童福祉課 市回答のとおり

13
地域
懇談

東小学校には支援学級がないので、滝沢第二小に行くしかない状況で、医大の先生には支援
学級をつくるように保護者の方から呼びかけてくださいと言われていると聞きました。そう
ではなくて、全ての小学校に支援学級ができ、学べる環境づくりを推進するようにしていた
だきたいです。

子どもたちの学びの環境を整えていくというのはとても大切なことだと
思っています。まずは子どもさんのお話を直接お伺いしながら相談し、
どのような対応が一番適切なのか考えていく窓口があるので、そちらで
実情を聞きながら対応したいと思います。（太田教育長）

学校教育指導課 市回答のとおり

14
地域
懇談

巣子集会所の改築についてコミュニティセンターができると聞いていましたが、予算がなく
頓挫したのであれば、せめて集会所を改築してほしいです。今ある集会所は屯所を改築した
もので、築年数は４０年以上になります。現状は雨が降ると雨水がたまって入りにくい状況
で、毎年のように修繕している状況であり早めに改築してほしいです。今の場所は駐車場も
狭いので本来であれば移転が一番だが、自治会としても今のままではだめだと思い特別会計
で毎年お金を貯めているので、せめて改築にして欲しい。

巣子自治会さんの総会資料を拝見し、お話は承知しています。土地は市
の土地の中でと考えていくということを基本としています。今は市の建
物で、市の土地でということになっていますが、今の場所がいいのか、
別の形がいいのかなど具体的なお話は自治会さんと、積み立てもしてい
ただきながら今後相談していきたいです。また、市の方では基本的に自
治総合センターのコミュニティ助成、いわゆる宝くじ助成も念頭に置い
て皆さんにお願いしているところもありますので、詳しいところは担当
と詰めながら今後相談していきたいです。（久保市民環境部長）

地域づくり推進課 市回答のとおり

15
地域
懇談

保健推進委員をやっていて、健康教室を年１回開催していますが、巣子集会所では狭くてと
てもできません。葉の木沢山活動センターで開催していますが、お年を召された方も多く、
来れない人もいますし、ここ何年かは自分の地区の場所ではないところでやっています。ま
た、サロンの活動で買い物の場所がなく不便というお話も聞きました。サロンの会議の時に
移動販売車もお願いしていますが、３０人くらい集まると展示スペースも含めてスペース的
に狭く、これも大変な状況です。現状を訴えてもなかなか難しいかもしれないが、活動して
いて不便なら市に届くかもしれないと思いました。

実際に利用されている方のお声もお聞きしながら、相談していければと
思いますのでよろしくお願いします。（久保市民環境部長）

地域づくり推進課 市回答のとおり
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16
地域
懇談

防災無線についてチャイムは聞こえるが内容が聞こえないので、もう一度調査してみんなに
聞こえるようにしてほしいです。また、高齢者が運転免許を返納したときの特典が滝沢市は
ないと思います。

防災無線については、具体的に場所をお聞きして担当と個別に相談が必
要になりますので、後ほどお話をお聞きしたいです。免許返納の件は、
滝沢市独自では確かにやっていませんが、岩手県警さんにはいろいろな
サービスがあるので、個別に相談できればと思います。（久保市民環境
部長）

防災防犯課

要望の方を訪問し、調査・対応
いたしました。防災行政無線に
ついては、現状を説明した上
で、滝沢NAVI、いわてモバイル
メール、電話応答サービスを整
備していることをご案内し、ダ
ウンロード等対応させていただ
きました。
免許返納後のサービスについ
て、市独自のサービスは実施し
ておりませんが、民間で実施し
ているサービスの一覧を提供い
たしました。

６月２１日

17
地域
懇談

「やさしさ」は命につながる話には共感したので、命や健康がやさしさにつながると思いま
す。また、現在、せいほくタウンは人口が増えているようですが、巣子地区は人口が増える
要素がないと思います。国道４号線沿いが栄えていかなければ、巣子地区で人が増えていか
ない気がします。以前に分レに道の駅ができるという話がありましたが、玉山にできてしま
うのでその話もなくなったと思います。人が集まるところがないと賑わいもなく人も集まら
ないので何とかしてほしいです。矢巾は医大を誘致して人口が増えていますし、北上では工
業団地で発展していて良い状況にあると思います。市長公約の日赤誘致やSIC付近の工業団地
の形成についても場所を考えてほしいとは思いますが、市長の公約に共感しますので市長に
は頑張ってほしいです。ただ、我々は巣子地区に住んでいますので、巣子地区が発展してほ
しいと思います。

企画政策課

市民の皆さんからいただきまし
た御意見も参考としながら現
在、第２次滝沢市総合計画の策
定を進めています。具体的な取
組施策等についても今年度策定
し、来年度の市政懇談会等にお
いても御説明する予定としてい
ます。

18
地域
懇談

日赤の誘致について、医療ゾーンを大釜周辺地域にすると聞きましたが、仮に大釜にすると
巣子からだと遠いので行けません。国道４号にも広い牧草地があるので、国に頼んでこちら
の方にも何とか病院を持ってきてほしいです。そうすると、北からも人が集まり巣子地区が
発展するかもしれないと思うので、巣子になんとか病院をもってきてほしいです。

企画政策課

市民の皆さんからいただきまし
た御意見も参考としながら現
在、第２次滝沢市総合計画の策
定を進めています。具体的な取
組施策等についても今年度策定
し、来年度の市政懇談会等にお
いても御説明する予定としてい
ます。

4



19

やさしさの部分は皆さまから様々なご意見をいただきました。私道の関
係などもそうですが、市が用意している様々なメニューについては、何
をやっているか分からないというお声もいただくのでまだまだ浸透度が
足りないと感じます。そういったところも含めて、広報紙だけはなく
SNSも含めて情報発信について、どういった周知が必要なのかも含めて
改めて考えていきたいです。働き方改革から休日の職員対応についても
ありましたが、相の沢キャンプ場はコロナ以降とても人気が高まってい
ます。自然観察は子どもたちが来てくれるようになったので子ども会の
中に盛り込んでいただくなどして、詳しく説明できる方が地域にたくさ
んいるので、そういう人も含めて任せてほしいし、相談していければと
思います。命のことに関してもお話がありました。国立の医大がないの
は岩手県だけですが、これまで、自治医科大や東北大学、岩手医大など
の関係各大学が医師の派遣などをやってきています。やはり医者になる
にしてもお金がかかります。岩手で働けば授業料免除などもあります
が、それを用意したとしても、研究したい気持ちにストップをかけるこ
とはできません。優秀な学生ほど大学を選んでいくという実状がありま
すので、子どもたちには強制できないと思っています。しかし、先日盛
岡大学の学生さんと話をしたときに、市内の小学校の卒業生が大学の教
育実習で母校に戻ったときにスクールガードの方が覚えていてくれたこ
とに胸が熱くなり、教員になって盛岡周辺で働きたいという気持ちが高
まり、明確な目標が持てたという話を聞きました。このように導いたの
はやはり地域の方の活動があってこそだと感じます。この話は医師の話
にもつながると思うので、地域の皆さんといかに関わり、地域と触れ合
えるかによって、学生が戻ってくるのかどうかにつながると思います。
また、工業団地の件に関しては、SIC付近であればできるかと安易に考
えていたところもありましたが、県道の盛岡環状線は県内で混雑度が一
番高い水準にあり、大型車の混入率も高い状況です。工業団地を新たに
作った場合に、また新たに混雑を生み、暮らしがままならない状況にな
る可能性があります。せっかく工業団地を誘致しても従業員が定時につ
かない状況を生んでは会社にも大変な話になりますので、まずは盛岡環
状線の渋滞解消に向けて取り組んでいきたいです。あわせて工業団地の
形成の手法に関しても含めて検討し、場所についても用地交渉があるの
で一緒に進めていきたいです。
また、県立大学は県外に行く比率が高いようですが、盛岡大学の卒業生
の７５％は県内に就職しています。学生さんの地元愛着醸成を図り、各
大学とも連携し若者定住につなげていきたいと考えます。働く場が滝沢
だとしても住む場所が八幡平や広域市町でもいいと思っていました。要
はいかに岩手県にどうやって若い人が定着してもらえるのかという観点
でこれからも工業団地の計画は大学周辺やリサーチパーク周辺にも誘致
していきながら頑張っていきたいです。
巣子地域を見ていて高齢化が進んでいてこの後が心配だという声も聞き
ますが、巣子地域で行う山車まつりは一斉に各世代がお互いに楽しめる
お祭りで、そのようなお祭りがあるのは滝沢では巣子地区だけだろうな
と思います。それを見たときには他の地域から見るとすごくうらやまし
い地域だと思います。滝沢二中では、「お祭りに参加して地域の役に立
つことが、私がこれから地域にできるやさしさです」と発表した生徒が
いました。このようなお祭りなど、いかにして賑わいを作っていくかと
いうことは皆さまのお力の発揮どころだと思います。
日赤誘致については、ある新聞に大釜地区に医療ゾーンを設けるなど
様々と出ましたが、私から記者の方にそのようには答えていないのでご
安心いただきたいです。勝手にいろいろな話が走り出しているが、どう
いった取材のもとでそのように掲載したかは分かりませんが、私はその
ようには答えていません。ましてやどこの地区につくるかなどそのよう
に話してしまうと、土地の吊り上げの話にもなり、不動産関係の会社が
入るのを分かっていてそのように言うわけはありません。病院に通う手
段の話がありましたが、タクシーの運転手がいなくなるかもしれない、
バスの運転手も見つからなくなってくるという時代に、どうやって病院
に通うかを第一優先に考えています。この巣子地区にはIGRもあります
し、滝沢市内は田沢湖線も走ってるので、JRやIGRを活用できる地域を
作っていきたいと考えています。病院に行きたいと思っても家族に頼め
ないという時代が目の前に迫っていて、ましては一人暮らしの方が増え
ているのもその通りであるので、これからは病院に通うこととその交通
手段も一緒になって考えていかなくてはいけないので、これからの地域
づくりはすごく難しいと思います。また、滝沢市に日赤をという一番の
問題は、東日本大震災を経験して、いかに災害に強い岩手県にしていく
かだと思います。災害が起これば自衛隊の皆さんと一緒に日赤が駆けつ
けるという形を作っていくことが、震災を経験した岩手県の務めだと思
いますので、総合的に考えてやっていきたいと思います。（武田市長）
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

地域で健康ゲーム大会をやってます。
その中で去年、自分たち独自の「かるた」を作ろう、大沢地区のいいところ、昔あったとこ
ろをかるたにしようと。世界に一つしかない大沢独自のかるたを作ろうということになりま
した。
完成した３種のかるた（大人２種、子ども１種）で、３月にカルタ取り大会をしました。大
会の名前は、今までは「健康ゲーム大会」でしたが、「世代間交流」の名前をつけようとい
うことで、「世代間交流健康ゲーム大会」ということで新たに開催しました。
８月には、同様に「世代間交流焼肉パーティー」を開催予定です。
地域の独自の大沢地区のいいところとして、これから若い人たちと年配者が、いかにして交
流を深めていくかということに、取り組んでいる最中です。

実は小・中学生は、もっともっと地域にあるお祭りに関わりたいと言っ
てくれています。各世代の方、おじいちゃんおばあちゃんと地域にある
伝統文化について教わりたい、そういったことをしっかりと未来に継承
することやはりやさしさに包まれた滝沢に繋がっていくんじゃないか
と、子どもたちは話してくれます。
この大沢に元々あるもの、そしてこれから守っていくべきものについ
て、皆さんと一緒になって考えていきたいと思っています。（武田市
長）

地域づくり推進課 市回答のとおり

2 総計

大沢地区には公共交通が充実していないと感じます。ビッグルーフで何かイベントがあると
いっても、なかなか年配者の人たちは、行くことできません。
他の市町村では、乗り合いタクシーとかやっているようだが、そういった策を将来的に考え
てもらいたいです。バス停があっても、年配者にはここからバス停まで歩くのがまず大変で
す。 都市政策課

市では駅などの交通結節点から
の公共交通機関が少ない地区を
モデル地区として無料タクシー
を利用した実証実験運行やワー
クショップなどを実施していま
す。この結果を踏まえ、地域の
需要や特性に即した新たな交通
サービスについて検討を行って
まいります。

3 総計

昔は田植えでも手で植えて、大人から子どもまで役割があり、「ゆいの精神」が昔からこの
地域の文化としてありました。そういう面では思いやりとか優しさとか、地域に根ざしたお
互いに顔が見える時代でした。
さんさ踊りの継承や、大沢まつりの神輿にも言えるが、自分たちの作り上げたものを継承し
ていく、優しさに満ちた昔からの流れを続けていくためにも、世代間交流して、そういった
顔が見える中での繋がりが大事になってきていると感じます。

文化振興課

各郷土芸能保存団体が継続して
活動を行えるよう、出演機会の
拡充や団体への支援を引き続き
行って参ります。

4 総計

結婚して盛岡から滝沢に転居し、子どもがうまれた夫婦の話を聞きました。育児休暇を終え
て仕事に行きたいが、保育園が断られてばかりで見つからず、困っているそうです。やっぱ
り盛岡がよかったという声が聞こえてきました。保育園の状況は今どうなっているのか教え
てください。

やはり待機児童がいるのが現状です。
先日、巣子保育園が新設移転し、預かることができる人数が増えまし
た。０歳児の人数も増えているはずです。元村保育園についても、一昨
年に新しくなり、保育の人数が増えております。そういった形で、徐々
にですが解消に向かっているのではと思います。通勤やお住いの関係で
どうしてもここに入れたいという思いのある方も多いため、住宅密集地
などにある保育園には人が集中してしまい、希望の園に入れないという
こともあります。
市としましては保育協会の皆さんとも連携しながら、取り組んでまいり
ます。
また、子どもの医療費の関係では、医療費給付を今年高校生まで対象拡
大しているのですが、さらに所得制限についても検討していこうという
ことで進めています。徐々にではありますが、子育て環境や支援にも力
を入れながら取り組んでおります。（岡田副市長）

待機児童に関しては、市でも子どもの数は少しずつ減っているんです
が、園のニーズが増えている現状です。
背景には夫婦共働きの世帯が増えたということがあります。予測が難し
く、対応が難しい状況にはありますが、保育協会の方でも様々審議いた
だきながら、各保育園にも園の増設であったり、拡大をお願いしていき
ます。（武田市長）

児童福祉課 市回答のとおり

5
地域
懇談

自転車通学路の件についてです。おかげさまで防犯灯はつけていただきましたが、道路がな
かなか狭く、すれ違う際によける場所がありません。昨年もお願いしましたが、なんとかこ
こに待避所を設けて設けてもらえないでしょうか。
じつは大沢の子どもたちはあそこを通らない、通るのは篠木の子たちが多い訳ですが、大沢
の子が通らないから関係ないということではないと思っています。ぜひお取り計らい願いた
いです。

道路課から、現地を確認したという報告は受けております。待避所３か
所ということで、退避させる場所が土地改良区の土地となっており、そ
ちらと今現在話し合いをしているところですので、もうしばらくお待ち
いただければと思います。（長内都市整備部長）

道路課
現在、関係者協議及び施行につ
いて検討中となります。

②　大沢地域づくり懇談会
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6
地域
懇談

ここから５０mほど行った、小学校に行く道路だが、非常に狭いです。拡幅したくて、地域で
は、自分たちでできることは自分たちでやろうと、水量の多い水路（３００ｍほど）には蓋
をかけることにしました。しかし、道路から路肩にかけての部分は、我々では手が出せませ
ん。先日市の職員の方に現場を見ていただきましたが、なんとか実現させていただきたい。

市では、市内の修繕などが必要なところについて、優先順位をつけなが
ら実施しております。早急にということであれば、ロード支援事業とい
うものがあり、地域の皆様や事業者さん支援をいただきながら、市でそ
の資材を提供して行うものであれば一番早く実施することができます。
市で実施するということになれば、修繕計画に記載し、優先順位を比較
しながらということになり、多少時間がかかってしまいます。
引き続き確認して、順次進めてまいりたいと思います。（長内都市整備
部長）

道路課
現在、関係者協議及び施行につ
いて検討中となります。

7
地域
懇談

主要地方道の環状線両側歩道の関係です。南の方から来たものは、篠木で終わってしまって
います。鵜飼の方から来たものは、谷地上のあたりまでで、それ以降は手をかけられていま
せん。これは県の事業なので、市がどうにかできるものではないと思いますが、ぜひ、早期
に実現できるよう要望をお願いします。保育園に入るところまででも、何とかお願いできな
いでしょうか。
JAのところの交差点は、朝の時間、異常に並ぶ。そこにはこれから右折レーンがつくはずで
すが、大沢保育園に入るときは右折がないため、せっかく手前の信号に右折レーンがついて
も意味がなくなってしまいます。ぜひ要望してほしいです。

盛岡環状線は、今現在農協のところまで道路を工事することが決まって
いるという状況で、用地買収するためにですね評価をし始めたと聞いて
います。市といたしましては、できれば篠木小学校の入口までは、ぜひ
何とかやってほしいというお話はしておりますので、引き続き県の方に
は要望してまいりたいと思います。（長内都市整備部長）

ぜひ両側歩道にしてほしいというのは過去にも県議を通してお願いして
きましたので、今後とも県議などとしっかりと連携しながらやっていき
たいと思います。（武田市長）

道路課 市回答のとおり

8
地域
懇談

大沢地区は１４年間無火災です。消防団の皆さんの活動が非常に効果的で、その火災を出さ
ないようにという意識が非常に今、地域の皆には浸透しています。
しかし自然災害は防ぎようがない部分があります。そういった際に、地域で緊急に対応する
ため、親子ひろばに砂と土嚢袋を常備してもらえないでしょうか。

自然災害の備えということで、本日担当の部長がこの場には来ておりま
せんので、今日いただいたお話を受けながら公園所管課と持ち帰って検
討させていただきたいと思います。（佐藤企画総務部長）

都市政策課

防災防犯課

市回答のとおり、検討させてい
ただきたいと思います。

9
地域
懇談

ストックヤードの件について。設置に当たって申請書等をつくるのが非常に大変です。都市
計画や建築確認に係る書類は特に、現地に行って作成しなければいけない。ストックヤード
やごみ集積所は、家と違って地域のみんなで利用するところなので、書類の簡素化など検討
いただけないでしょうか。
大沢保のときには、関係課に一気に集まっていただいて、一挙に進め、保育園を拡張した経
緯もあります。

ストックヤードは建てる場所やその規格などによって、さまざまな手続
きが必要になってきます。
先ほど何か所も回ってというお話がありましたが、もし調整がつけば、
１回に大沢保育園のときのように話を聞いて、調整していくことも可能
なのではないかと思います。事前に連絡いただければ、調整できるよう
に取り組んでまいりたいと思います。（長内都市整備部長）

滝沢・雫石環境組
合

都市政策課

市回答のとおり

10
地域
懇談

篠木小学校が１５０周年を迎えます。それにあたって、市には財政的な部分の力添えをいた
だけないでしょうか。これまでの１２０周年や１３０周年とは違った取り組みをできたらと
検討しています。地域には学校に関わる古い写真を提供してもらえるようお願いしています
し、先日作成したかるたも、方言の解説付きで展示したいと考えています。

篠木小学校の１５０周年は、市にとっても喜ばしく、誇らしいことだと
思っています。子どもたちに伝統を引き継ぎ、大沢さんさの踊りなどを
学ぶことによって、地域の人との自然な関わりと触れ合いが出てくるこ
とで、３年間コロナ禍で失われた部分をもう一度地域に戻って、故郷を
大切に思い愛着を持って生きる喜び、守られて育まれる幸せを実感でき
るような会にしていきたいと考えています。財政資金の面では、すぐに
はお答えできないですが、教育関係団体の助成など、情報提供しながら
進めていければと思います。
いずれ、教育委員会も協力していきながら、この誇らしい伝統を市全体
に広めていけるように、皆様方のお力もたくさんお借りしたいと思いま
すのでよろしくお願いします。（太田教育長）

教育総務課

篠木小学校１５０周年記念行事
にあたり、過去資料の提供や式
典への参加など、市教育委員会
として協力してまいります。
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11
地域
懇談

親子ひろばでは、土日や学校終わりに子どもたちがよく遊んでいます。遊具についてだが、
過去には５つくらいあったものが今では３つに減り、のぼり棒は使えない状態で１年間その
ままになっています。使えないのであれば、早く撤去してほしいです。現在はブランコ、鉄
棒、滑り台がありますが、そのほかにも何か作ってほしいです。遊び場に遊ぶものがないの
は残念です。

公園は市内に２００か所以上あり、そのうち遊具がついてるのが１７５
か所ぐらいです。親子ひろば以外にも、遊具がもう使えないというよう
なところが多数あり、市では順次限られた予算の中で撤去や更新もした
いと考えておりますが、限られた予算なので、一気にはできないという
のが現状です。
公園の長寿命化計画を今年度作る予定です。その中で、どこからやって
いけば一番効率的なのか計画を立てて取り組んでいきます。計画を作る
と、国から補助金がもらえるということもあるので、その補助金も活用
しながらペースアップしていきたいと考えております。
公園に新たな遊具を設置するといことなりますと、地元の皆様とお話を
させていただいて、本当にこういうものが必要なんだというところのご
意見を伺いながら、設置していくというような形になると思います。
（長内都市整備部長）

都市政策課

当日の市回答のうち、公園の数
について修正いたします。
公園は市内に１９１か所あり、
そのうち遊具がある公園は１３
９か所となります。

12
地域
懇談

おたふくの予防接種ワクチンについて、各市町村によって助成金が出たりでなかったりしま
す。助成金の多いところは５０００円の助成金が出たりしていますが、滝沢市の場合は全然
出ていないので、その辺を今後検討してほしいと思っています。

おたふくは定期の予防接種になってないということで、それぞれ自治体
によってお話あった通り、補助をしたりしていなかったりといった差が
あるのはその通りです。国でも定期の予防接種に位置付けるというよう
な検討もしてるようですのでそちらの様子を注視していきます。また帯
状疱疹も結構お金がかかるといったこともありますので、定期の予防接
種への位置づけであったり、例えばどこ補助をするのかといったことも
合わせて検討していきたいと思っております。国の動向を見ながら、対
応の方も検討させていただければと思います。（岡田副市長）

　補足ですが、ワクチンの話を去年もいただきまして、インフルエンザ
につきましては中学生まで盛岡市に比べて７００円滝沢市のほうが補助
額が安かったということで、これにつきましては今年度から同じ額とし
ております。様々できることからまず、検討して実施しておりますの
で、今後についても検討させていただければと思います。（武田市長）

健康推進課 市回答のとおり

13
地域
懇談

今年度、「馬と曲り家のおおさわ村」のNPO法人が解散しました。将来、このまま曲り家が消
滅していってしまうのか、とても心配です。もし何らかの形で生かされていくのであれば、
すごくありがたいと思っています。
市や関係団体や、そして地域も入りながら、今後について検討する場を設けることはできな
いでしょうか。

曲り家の今後については、例えばチャグチャグ馬コ保存会の方でそうい
う話が出ているかというと、多分個人所有のものだということもあり、
おそらく話が出ていないと思います。
東京チャグチャグ馬っこという形で東京から支援しながら、当日も来て
る方もいまして、そういう方も情緒あふれる曲り家を楽しみにしてくる
んだろうなと思います。
ただ建物を保存するというのは大変なことで、すぐにどうこうできる問
題ではないのですが、一つのテーマとして今回いただいたお話を担当の
方にも共有したいと思います。保存にあたっては、様々な方々に関わっ
てもらわないと継続してくことが難しいと思いますので、そういう意味
では、いろんな方々の力を借りながら、今後どうしていくかみんなで考
えていくことが必要だと思います。
まずは今住んでらっしゃるご本人がどうお考えなのか、そういったとこ
ろがはっきりしない中で、我々がどうこう言えないというのが正直なと
ころかと思いますし、そして市内には他にも同じような歴史の深い建物
があります。曲り家だけが特別扱いにならないように配慮が必要と考え
ます。（木下経済産業部長）

観光物産課 市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

高齢化が進む中で交通の不便さを感じています。交通の分野に関して、巡回バスのような形
で検討していただきたいと考えています。
また、岩手県交通のバスが走っていますが本数が少ないと感じます。

都市政策課

現在、市役所前の中心拠点商業
地区の整備に合わせて市内各地
域から中心拠点地域に向かうコ
ミュニティバスなどの地域内交
通について、利用者のニーズな
どを把握したうえで検討する予
定としております。また、本市
に限らず県内各地のバス路線に
おいては利用者の減少や運転手
不足等の理由から廃止または減
便を余儀なくされております。

2 総計

人間ドックの補助額を増額することがやさしさに包まれた滝沢につながると思います。

健康推進課

人間ドックの助成を行うことで
受診機会を拡大し、疾病の早期
発見や生活習慣病予防につなが
ります。人間ドックを含め、が
ん検診では、一定の受診者自己
負担をお願いしているところで
す。今後、診療報酬の改定や他
自治体の動向を踏まえ、必要時
検討を行ってまいります。

3 総計

鵜飼臨安から近隣の病院への交通アクセスについて、冬季においては降雪した際に病院にた
どり着けない不安を抱えており、不安を解消するため除雪をしっかりとして欲しいです。

道路課
除雪計画に基づき、適正な除雪
を実施してまいります。

4 総計

過去に市が実施したタクシー利用の社会実験について質問ですが、実験の結果はどうであっ
たのか教えてください。また、社会実験の移動対象は市内のみであったと記憶しています
が、市内の移動頻度は低いと思います。

都市政策課

市内のモデル地区における無料
タクシーを利用した実証実験運
行については、利用者が少な
かったものの、「相乗りへの抵
抗感がないこと」や「地域での
たすけあいへの協力」に対する
意見が挙がったことから、今年
度は地域住民とワークショップ
を行い、地域と一緒に必要かつ
持続可能な交通サービスについ
て検討してまいります。

5 総計

福祉バスの運行について、本数を増やしてほしいです。

高齢者支援課 ご意見として承りました。

6 総計

幸せや優しさといったことを感じるためには、行政の方々がきちんと現場に出向き、現場の
問題をインタビューするなど取り上げる方法を行っていただきたいです。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

7 総計

様々な事業の実施方法について、全国レベルで情報交換をして、そのうちからベストソ
リューションというのは何かを考えるなど、情報収集に努めていただきたいです。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

③　上の山自治会地域づくり懇談会
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8 総計

私は職員の方々が幸せだということをこれまで聞いたことがありません。やさしさや幸せに
ついて、市民の意見もありますが、幸せを考える際には、市役所の職員自身が本当に幸せか
どうかも考えていただきたいです。

総務課

企画政策課

【総務課】
ご意見ありがとうございます。
いただいたご意見を今後の行政
体制の構築に活かしていきたい
と思います。

【企画政策課】
いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

9 総計

選挙の投票率が低いことについてですが、特に若い人が選挙に対する期待を持てていないと
思います。若い人たちが期待することは何かを考えていただきたいです。

選挙管理委員会事
務局

ご意見ありがとうございます。
いただいたご意見を今後の選挙
運営に活かしていきたいと思い
ます。

10
地域
懇談

滝沢市内には魅力的な働く場所がないという問題が提起されております。
これに対して、市としてはどのように考え、どういう対応策を取っているのか伺います。

若者定住ということで、現在の市の取組としては、市の強みであろう大
学の立地を生かして、大学の実習への参加のほか、様々な行政と学校と
の関係づくりを進めております。
また、今年度新たに若者活躍推進室を経済産業部に設けまして、企業と
学生とを繋げられないかということで、若者と行政と市内企業の繋がり
づくりに取り組んでおります。（佐藤企画総務部長）

企業振興課 市回答のとおり

11
地域
懇談

赤十字病院の誘致だけではなく、市内に産婦人科病院が無いといった状況で子育てをしてい
けるのか不安に感じています。医療系の問題について、今の現状をどう認識し、また今後ど
うしていきたいか、さらにはどういう対策をとられるか伺いたいです。

日本赤十字病院については、医療ゾーンを設けるような事実はありませ
ん。今は御理解をいただくことが一番大事だと思い、関係先に挨拶に
伺っています。また、市へ誘致したい理由を理解していただくための情
報収集を職員とともに進めています。（武田市長）

医療機関については、市には１８件の医療機関と１９件の歯科がありま
すが、産婦人科は無く小児科も２件であります。地域で安心して産んで
育てていただくためも、医療機関を増やしていくことを考えておりま
す。
なお、中心拠点では、開発業者において医療ゾーンを考えており、数件
のクリニック、薬局を配置するよう交渉しているということを伺ってお
ります。まずは様子を見ながらとなりますが、産婦人科や小児科の立地
については、開発業者とも話をしながら進めていければと考えておりま
す。
また、岩手西北医師会では、地域の医療機関における先生方の高齢化に
ついて話題としていると聞いております。将来に向かっては、病院で治
すだけではなく、地域での在宅医療を中心に、最後の看取りの部分につ
いても考えているようです。その点をカバーできるよう体制構築につい
て、行政も入りながら進めていきたいと考えております。（勝田健康福
祉部長）

企画政策課

健康推進課
市回答のとおり

12
地域
懇談

病院の誘致のほか、予防医療の部分についても保険適用となるような検討を進めていただき
たいです。そのことが幸せにつながるのではないかと考えます。

企画政策課

市民の皆さんからいただきまし
た御意見も参考としながら現
在、第２次滝沢市総合計画の策
定を進めています。具体的な取
組施策等についても今年度策定
し、来年度の市政懇談会等にお
いても御説明する予定としてい
ます。
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13
地域
懇談

市の防災行政無線の放送が全く聞き取れません。人命に関わることも放送されることがある
と思いますので、高齢者をはじめ誰にでも聞こえるようにしていただきたいです。

防災防犯課

市内防災行政無線放送につい
て、これまでも様々な意見をい
ただきながら対応しているとこ
ろです。放送が聞こえない、放
送内容が聞き取りにくい等ある
かと思いますので、現状につい
て教えていただければと思いま
す。また、緊急時の情報伝達方
法として防災行政無線の他に、
いわてモバイルメール、滝沢
NAVIによる配信や電話応答サー
ビスなど整備しており、多重化
を図っているところですのでご
利用をお願いします。

14
地域
懇談

上の山自治会でのいきいきサロン企画については、市役所より車を提供していただいていま
す。
今般の企画の中で、運行距離の制限により車の提供は出来ないとの回答がありましたが、こ
の件について改めて御検討いただきたいです。

詳細について確認の上、追って回答させていただきます。（勝田健康福
祉部長）

地域包括支援セン
ター

いきいきサロンにおけるバスの
利用については、令和５年度か
らおおむね片道１５キロまでの
範囲内でコース設定をしていた
だくこととしており、説明会で
もお伝えしているところです。
高齢者の閉じこもり予防や地域
での交流、外出のきっかけづく
りがバス利用の目的となってお
りますので、距離制限の範囲内
でコースを検討いただければと
存じます。

15
地域
懇談

介護認定について、滝沢市が一番遅いという意見があります。制度を十分に活用するために
も、体制について検討いただきたいです。

介護認定につきましては、御意見として伺っております。この６月に介
護認定に係る調査員を１名増やしているほか、追加でもう１人募集して
おり、体制の整備を行っております。御迷惑をおかけしますが、御理解
の程よろしくお願いいたします。（勝田健康福祉部長） 高齢者支援課 市回答のとおり

16
地域
懇談

滝沢総合公園ふれあいの森に関してですが、山の上三太夫の墓の危険性や、里山公園のジャ
ブジャブの池の衛生管理状態について気になることがあります。
また、公園の運営に関する内容ですとか、中心市街地の開発計画など、進捗させる際には住
民の意見を取り入れることが大事と思います。場合によっては住民を参加させるぐらいのこ
とを考えてやらないと、住民満足度の高い開発でしたり、公園の運営ができないのではない
かと思いますが、いかがでしょうか。

総合公園につきましては、当初のコンセプトに基づき整備を進めて参り
ましたが、年数が経過している箇所もございます。山の上三太夫のお話
もありましたが、個人の所有地ということもあり、市ではその場所を買
収できなかった経緯もあります。また、池の衛生管理につきましては、
泡が立って汚い箇所があることも御意見として伺っておりますので、十
分に監視しながら衛生状態を保っていきたいと考えております。
市内の小さい公園につきましては、長寿命化計画等も踏まえて、再編や
整備をしていければということを考えておりますが、皆様と意見交換等
の機会を設けて進められればと思っております。
心拠点につきましては、２０１５年に１２００人を対象に地域の皆様に
抽出してアンケート調査を行い、どういったものを整備したらよいだろ
うかということで、御回答いただいております。
その中で、買い物・飲食・医療・健康増進・子育ての施設が欲しいとい
う御意見を踏まえて、「食べる」「買う」「健康」「育てる」この四つ
をそこに集めることを考え、開発事業者がコンセプトに沿った開発を進
めています。
立地を規制する条例も設置しており、このコンセプトに適うように今現
在進めさせていただいております。（長内都市整備部長）

都市政策課 市回答のとおり
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17
地域
懇談

盛岡環状線の道路についてですが、朝は渋滞がひどく北から来る車両はミクニの付近まで渋
滞していることがあります。車両での交通について、優しいと感じませんがいかがでしょう
か。

盛岡環状線につきましては岩手県が整備しており、環状線の拡幅工事を
継続するとのことであり、大沢のJA岩手農協の付近まで整備する計画と
して伺っております。なお、滝沢市商工会付近の交差点についてもまだ
整備箇所が残っておりますが、県の方で順次整備を進めていくというよ
うな形になります。（長内都市整備部長）

滝沢南中学校のところですが、道路が細くて大型トラック同士がすれ違
う際はなかなか進まないというような状況があります。この状況が解消
されれば、今よりは流れがスムーズにいくのではないかと考えておりま
す。
環状線や県道ですが、整備するに当たっては、両側にしっかりと歩道を
つけることを申しております。付近の河川の取り回し等も踏まえて計画
を立てて、進めてまいりたいと思います。
あわせまして、国交省や県と一緒にこの環状線の混雑をいかに解消する
かについて、会議を行っておりますので、報告させていただきます。
（武田市長）

道路課 市回答のとおり

18
地域
懇談

滝沢南中学校の生徒ですが、田んぼ側の道を通って自転車で通学する生徒が多いと感じてい
ます。
このような通学路については、市が土地買収するということも考えられますがいかがでしょ
うか。

滝沢南中学校の生徒がご指摘の横断歩道のある箇所を通っており、また
農作業の軽トラックやトラクターも走っているということは認識してお
ります。
このような箇所については、教育委員会をはじめ防災防犯の部署が、あ
るいは警察を交えて通学路の安全を確認する話合いも行っておりまし
て、拡幅が必要なところは拡幅していくというような対策を行っており
ます。（長内都市整備部長）

道路課

学校教育指導課
市回答のとおり

19
地域
懇談

小岩井駅周辺に住んでいる小学生や中学生などの中には、電車を使用して登校している生徒
もいます。冬季には電車の遅延も考えられるなど、登校に支障があるものと思いますがどう
お考えでしょうか。

通学に関してですが、電車が止まる際にはいち早くJRから連絡を受け、
市の方でバスを確保して子どもたちを学校に送迎する形をとっていま
す。
また、スクールガードが駅のところまでの子どもたちの安全確保をする
など、見守り活動も行われております。大都会の子ども達と同じように
公共交通機関を使用しておりますが、上手く活用しているものとみてお
ります。
滝沢市内の小学校等においては、公共交通機関を利用している割合は高
いものと捉えております。（太田教育長）

電車やバスでの通学時には、高学年の子が低学年のことをしっかりと一
人ずつ誘導して静かに席に座らせたという話も聞いております。また、
バスの定期券の落とし物を見つけた際にも騒ぐことなく伝えるなど、子
どもたちなりに周囲に配慮する工夫をしております。
学校内での教育もありますが、子どもたち自身もバスの中という新しい
社会の中で自分たちがどう過ごすかを学んでおります。この点について
は、ぜひお知りおきいただきたい思います。（武田市長）

学校教育指導課 市回答のとおり

20
地域
懇談

小岩井駅周辺に学校を新設し、小岩井から電車を使用する児童生徒や姥屋敷の児童生徒を通
わせてはいかがでしょうか。
４０年前の話ではありますが、小学校の新設の話があったと聞いています。しかし、児童が
５００人以上いないといけないという意見も聞いたことがあります。国の補助の関係もある
かと思いますが本当でしょうか。

小岩井の小学校の新設の話についてですが、小岩井周辺に住まれていた
方の中でも、小岩井農場で働かれていた方がいらっしゃり、その関係の
方が雫石の学校に通われていました。小岩井農場の仕事が無くなってき
たこともあり、これらの方々が篠木小学校に通うようになったという経
緯があります。
新たに小学校を新設するためには、生徒数が多くなりマンモス校になっ
ている状況など、一つの学校で賄うことができないような現象が起きな
い限りは簡単に新設は出来ないと考えております。（武田市長）

教育総務課

学校建設は、今後の児童生徒数
の増減や市全体の教育環境を踏
まえ検討していくこととなりま
すが、現時点では新設校の設置
は予定しておりません。
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

第２次滝沢市総合計画について、総合計画審議会で議論された上で、このような内容になっ
ているのかどうかお聞きしたいです。市長は、基本ルールに基づき検証した上で、公表する
ことと思いますが、それを踏まえて検討し、この計画に取り組むことになったかのか、経緯
の説明をお願いします。

総合計画審議会では、１年延長することと、私の公約を総合計画に盛り
込むことを検討しました。自治基本条例に、市長は総合計画を策定する
にあたり、自分の公約を盛り込むという項目があります。私も自治基本
条例にしっかりと向き合う気持ちで、この４つの公約を掲げ、入れさせ
ていただきました。そして、１年延長したいということをお話したとこ
ろ、議会からは否決されましたが、総合計画審議会では反対の意見は１
つもありませんでした。そして新しく策定する場合は、わかりやすい言
葉で作ってほしいとのことでした。また、これまでやってきた８年間の
計画について、アンケート調査の結果を一部掲載していますが、大体の
項目で割合が伸びています。しかし、コロナ禍関係の「１年以内に地域
活動に参加しましたか」という項目のみ大きく下がっています。まずは
そこに着目しながら、総合計画を考えました。先日も、やさしさに包ま
れた滝沢をテーマに総合計画審議会を開催したところ、この４つの柱は
わかりやすいという意見がありました。やさしさについても、少しわざ
とすぎる、などいう話もありましたが、次の目標に向かって進めていく
ことについて理解できるというような意見もいただきました。これまで
の総合計画審議会でも否定的な意見はなく、計画を推し進めるために今
順次準備を進めているところです。
そして、このように地域の皆さんの声を聴き、しっかりまとめた上で、
再度総合計画審議会に諮りたいと考えています。様々な団体の方、そし
て地域の方々が出席している総合計画審議会ですので、意見もさらにい
ただきながら熟度を高めていきたいと考えています。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

2 総計

これから展開する４つの視点について説明がありましたが、市として実施したい内容など
を、地域住民にも教えてほしいです。それに対して私たちも何か行動できると思います。
具体的な計画がないのであれば、やさしさなどではなく、４つの視点そのもの、前期の総合
計画の基本計画そのものでもいいと思います。

細かい計画につきましては、市民の皆さんから頂いた意見をしっかりと
折り込みたいと考えています。こどもまんなか滝沢の関係で、先日議会
で説明しましたが、子ども医療費の所得制限は撤廃する方向で今準備を
進めています。それにより、子育て世代の方々に、他の市町村と肩を並
べられるようにしてきたいです。
また、政策においては、地域の皆さんが地域の課題を克服するために、
それぞれの地域での活動方法があると思います。まずは、このやさしさ
というところから、どのようにして地域の方々と人間関係を構築するこ
と、あるいは自助、公助、共助、近助など、そのような言葉と向き合い
ながら、各地域でできることや地域課題を見つけながら、一緒に歩んで
いきたいと思います。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

④　篠木地域づくり懇談会
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3 総計

4 総計

篠木小学校の４年生に総合学習の中で伝統神楽を教えています。教育長が話した趣旨に基づ
いた学習項目だと感じました。現在の活動を各学校に広めていただき、伝統芸能や祭りを小
学生や中学生に教え親しみ、地域の人たちとの交流を深めるような形でもできれば、さらに
地域全体がやさしい思いやりのある社会が生まれてくると、４年生の子どもたちと接しなが
ら思っています。学力ばかりではなく、このような活動も含めてやってほしい。

ふるさとにあるこの伝統をしっかりと子どもたちに継承させていくこと
は、学校教育の中で大きな役割であると考えています。そのことについ
ては、滝沢市全体でも取り組んでいきたいと考え、進めているところで
す。また、今年で篠木小学校が１５０周年になります。本当に素晴らし
いことで誇らしいことです。伝統芸能も本物をじっくりと見せてもらう
時間をとりながら、ふるさとの良さを学べる機会をつくりたいと考えて
います。篠木小学校学区には他にも大沢さんさなどあります。子どもた
ちも習うとともに、どんな思いでこの伝統を継承してきたのかという思
いについても時間をとって見せてもらうことも大切だと思います。将
来、自分自身もそのような思いを持って頑張っていきたいと思えるよう
に、子どもたちに残してほしいと思っています。どうぞご協力皆さんよ
ろしくお願いいたします。（太田教育長）

学校教育指導課 市回答のとおり

小学校時代には、将来にわたる自立や人を育みます。義務教育という段
階において、一生涯にわたる自律の力を育み、道徳の心を育成すること
は大切になっていきます。平成２９年度から国の学習指導要領におい
て、これまでの道徳が教科となり、誰かから「これが正しいこと」と教
えられる道徳ではなく、自分たちで考え、何が正しいことなのか話し合
い、周りの意見を聞きながら規範の心を育てることが、教科の中で週１
時間確実に行われるように、教え方も変わっています。子どもたちが心
を育むときに、自分一人で考えては心の広さや豊かさは出てきません。
そのため、人との繋がりの中で、人の意見を聞き、地域の方々とのふれ
あいの中で学び、その中で、豊かな関係を通しながら、豊かな心を育て
ていくことで、滝沢魅力学を深めていきます。地域の人たちや地域の自
然や資源から、地域に愛着を持って豊かな心を育てていくことを大切に
して、進めていきたいと思っています。
また、今の子どもたちは、タブレットを１人１台持ち、ICT化がどんど
ん進んでいます。自分で苦労しなくても、分かってしまうことがたくさ
んあります。そのような環境の中でも、頑張って乗り越えていくという
経験ができるよう、豊かな体験活動をたくさん経験させたいと思ってい
ます。コロナ禍の４年間でそのような経験が失われてしまいました。今
こそ、地域との繋がり、人との繋がり、様々な人との関わりの中で、こ
の地域でしかできない学びを展開するということで、各学校では、地域
の方々からお力を借りながら、一緒に活動し、ご協力いただきながら、
取り組んでいくことをお願いして進めてもらっています。その中で子ど
もたちの心を育てていきたいと思います。（太田教育長）

やさしさについて小学生と話をしたとき、やさしさに包まれたまちにつ
いてどういうことを想像するか聞きました。そこでは、困っている人が
困っていると意思表示できる、困っている人に手を差し伸べるなどがあ
りました。相談に乗ったが、自分で解決できなければ周りの人にも声を
掛け、１人でできなければ協力し、困っている人を助けたいという意見
もありました。また、地域の方から挨拶をしてもらうことが、地域の優
しさを感じる瞬間であり、挨拶から生まれる人間関係も大切にしていき
たいと話していました。
やさしさに包まれた滝沢にするために、地域に元々根ざしているお祭り
や伝統文化に参加して、地域の宝を一緒に守っていきたいと子どもたち
は話していました。子どもたちなりに、地域にある宝、地域の皆さんか
ら頂いたものにどうお返しするかというところまで考えていることに驚
きました。そして挨拶であったり、困った人がいたら何とか助けてあげ
たいというような正義感をしっかりと考えていて、本当に頼もしく感じ
た瞬間でもありました。（武田市長）

やさしさをテーマにした地域づくりというお話がありましたが、やさしさや思いやりはその
人の心の問題だと思います。この心を育むには、小さい頃から倫理、道徳といった教育が必
要ではないかと思います。小学校・中学校の子どもたちに対して、市の教育委員会ではどの
ような時間を取って、教育していくのかお聞きしたいです。

学校教育指導課

企画政策課
市回答のとおり
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5 総計

先日、提出書類の期限が今日までだったのを忘れて作業をしていて、市役所には行ったが長
靴が泥だらけで中に入れませんでした。車から担当者へ電話したところ、車まで取りに行き
ますと言われ、何かあったら電話してくださいと言われました。そういう対応ができるのは
素晴らしいと思います。

職員がそのように玄関まで出て行ったということは、本当に嬉しくなる
エピソードです。しかし他の地域からは、相談に行ったら態度が悪かっ
た、それは本当にやさしさに包まれた滝沢なのか、というような注意を
受けたりもしています。いいことばかりではありませんが、しっかりと
職員等に共有し、正すところは正しながら、対応していきたいと思って
います。
今後、全職員を対象に、やさしさに包まれた滝沢について、私から職員
に対して話す予定を組んでいます。まず総合計画を進めるにあたり、私
達をはじめ部長職員などには力を合わせてやってもらっていますが、肝
心の現場で働いてくれる職員の皆さんにも、このやさしさに包まれた滝
沢というこのテーマをしっかりとお話しながら、また意見もいただきな
がらやっていきたいと思っています。（武田市長）

総務課 市回答のとおり

6
地域
懇談

滝沢はなんでもごみを焼却できて、すごく恵まれていると思います。しかし、子どもたちは
そのせいでゴミの分別を知らないのではないかと思います。東京などと比べると雲泥の差で
す。
滝沢市のゴミ集積所は、いろいろな状況下にあると思いますが、もう少し環境に優しいよう
なゴミ置き場にしたいです。篠木のゴミ集積場も非常に困っています。清掃などは行ってい
ますが、住民の力だけではなかなか難しい状況になっています。今後、ゴミ集積場をどのよ
うな形で維持していくか、市としてどんな対応できるかなど考えていきたいです。自治会で
対応する地域のゴミ集積場について、その地域に合うのももちろんですが、置きやすく回収
しやすい、また見栄えもいいものにしていきたいです。
また、盛岡広域のゴミ処理場について、葛巻町や岩手町、八幡平市からの車が非常に混むの
ではないかと思っていたところ、高速道路の脇にゴミ処理車専用自動車道路ができるらしい
と聞きました。在来の道路を利用するのではなく、高速道路脇に専用道路があればとてもい
いと思います。

ゴミ集積所の関係ですが、場所をうまく確保できないところでは、青空
の集積場のような折りたたみ式のものを遠方から取り寄せて使用してい
るところもあるようです。以前は値段が高かったと聞いていましたが、
業者に確認したところ現在は少し安価に入手できるということでした。
本来、集積所に置いてはいけないものを置かれる方もいて、そういう場
合は一旦張り紙を張って、これはお持ち帰りくださいというのを何回か
やってる間に、ゴミを出した方が気になって自分で持ち帰っただろうと
いうようなケースも実際にあり、目立つような張り紙で心に訴えるとい
うことなどを繰り返すことで、効果があったというような話を最近お聞
きしました。集積場につきましては、皆さんのお力で綺麗に使っていた
だいており、この場をお借りしまして本当に感謝申し上げます。
広域ゴミ処理場について、自動車専用道路の話がありましたが、実際に
は八幡平市や葛巻町などは距離が遠いので、車の量を抑えるために一旦
中継施設のような場所にゴミを集めて、大きなトラックに載せ替えて運
搬することを計画しています。それにより、車の量を減らすという対策
も実際に行う方向です。当然渋滞など気になる部分だと思いますが、こ
こ１年で影響調査を行うと聞いてますので、実際に収集運搬する車の
コースなど具体的なところは、この調査の中で見えてくると思われま
す。また、現在エリアとすると、盛岡インターチェンジ付近が設定され
ていますので、国道４６号線などに、車が並んで渋滞することがないよ
うに、一旦場内に必ず入るような形で渋滞しないように対策をとること
も聞いていました。（久保市民環境部長）

環境課

滝沢・雫石環境組
合

市回答のとおり

7
地域
懇談

最近、移住や住みよい滝沢などテレビで放送されることがありますが、その際、ゴミ捨ての
問題などをスムーズに解決することで、さらに滝沢はいいところだと感じると思います。他
の市町村と同じことをしても目立ちません。

広域化に関わらず、法律の改正もあり、徐々にプラスチックの分別はし
ていかなければなりません。環境組合でどのような方法が良いか、負担
がかからない方法も模索しながら検討中です。あわせて、企業組合で収
集分別の考え方についても整理していますので、それと調整するような
形で滝沢の在り方を、徐々に皆さんにお示しできる時期が来ると思いま
す。当然皆さんにお知らせしながら、次のステップに進んでいくような
ことを考えておりますので、皆さんに意見を聞きながら模索していきた
いと考えています。（久保市民環境部長）

環境課 市回答のとおり
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8
地域
懇談

日赤の誘致ですが、大釜駅周辺を医療ゾーンに設定し来年土地利用計画を見直しするという
ふうな話がありますが、篠木地域から見てもぜひ実現してもらいたいなと思います。市長が
そのような声を上げることについては、ゼロからのスタートとして我々も考えていいと思い
ます。ただ、進めていく上で、市としてあるいは市長としての考え方や進め方があると思い
ますけれども、篠木地域としても住民あるいは地域として、日赤誘致の実現に向けて、どう
いう形で応援していったらいいか、計画を進めていったらいいかをこれから模索していかな
ければいけないと思います。しかし、第２次総合計画の中に、その部分がどのように組まれ
ていくのか、またはその部分は加えていないのかなど、今日の説明で全く見えてこないの
で、それをどのような形で組み込むのか教えてください。

9
地域
懇談

中心市街地に医療機関が入るかもしれないと聞きましたが、そこに医療機関が入ると日赤病
院の誘致が難しい状況になりませんか。

懇談会の中で、産婦人科など医療の充実というのはよく言われます。議
会の中でも、医療モールを作る場合はどのような考え方で進めるか、滝
沢市に現在ない病院を誘致する考えはないのか、というような意見をい
ただきました。市内には、産婦人科はなく、１人の先生が２か所の小児
科をやっているところもあります。このことから民間の事業者にも、可
能であれば誘致なども必要ではないかということをお話しました。
また、私が考えている日赤病院というのは機能が異なります。北部の医
療圏域を見ると、とても悲惨な状態です。将来において、滝沢市も高齢
化の課題があります。平均年齢が毎年上がっており、その部分で西北医
師会からも様々なご意見をいただいています。やはり広い視野で滝沢を
中心にどういった医療圏を考えて、北部の手薄な部分をどう補っていく
か検討していきたいと考えています。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

日赤誘致の進め方については、日赤病院にまず挨拶に行きました。そし
て、医師会などいろいろな関係機関に誘致を進めるにあたりご挨拶しま
した。やはり肝心なのは日赤さんにご理解をいただくことです。そこの
部分についてこれからどのように進めていくか、滝沢市に来ることによ
りどのような利点があるのか、明らかにしていきたいと思います。
岩手県は東日本大震災で大きな被害を受けました。県立宮古病院は、当
初見晴らしのいい海辺にあり、海が見えてとても素晴らしいと言われて
いましたが、建て替えと同時に山の上部に建設しました。建設当初は、
行きづらく周りに何もないと言われましたが、東日本大震災のときに
は、山の上部に建てられていたからこそ助かり、多くの命が救われまし
た。当時山の上部に建設したことに対して意見を述べた方も、口をつぐ
むというような状態でした。
また、今年も豪雨災害が増えてます。大雨により病院が浸水し、電子カ
ルテの情報が一瞬にして全てなくなってしまうといったことが、東京な
どでも発生しています。浸水が発生したときに命を守るだけではなく、
患者さんが抱えている治療やデータを失ってしまうことはあってはなら
ないと思います。先日、岩手河川国道事務所に行き、砂防ダムの建設に
関して要望してまいりました。その中で、現在国内で発生している豪雨
被害は約１．４倍、土砂災害は年間約１４００件のうち約１割がすでに
発生しているとのことでした。まずは日赤病院の現在の建設地域や移転
推進地域である対岸を含めて、河川の幅や地形、土質などさまざまな観
点から日赤さんには何とか移転を考えていただきたいと思います。もし
も豪雨災害が発生した場合になぜ移転しなかったのかということになら
ないように、未来に向けてしっかりとした医療あるいは災害対応につい
て議論する必要があると思います。まずは滝沢に来るメリット、そして
自衛隊があることそして、災害はもう二度と起こらないということでは
ないということを前提に様々なことを話したいと思います。
国土交通省にもさまざまなお話をさせていただいています。四十四田ダ
ムや御所ダムとも情報共有しながら、しっかりとした計画を日赤さんに
提示し、滝沢市にくるメリットそして災害に強い岩手にしていきたいと
いうことを第一に、未来に向けて発信して作っていきたいと思います。
（武田市長）

総合計画と日赤の関係についてご説明します。総合計画につきましては
現在策定を進めていて、８年間の大きな市の方向性を示す計画となって
います。総合計画の基本構想の下に基本計画、基本計画の下に政策施策
がありますが、日赤の誘致につきましては市長の公約ということもあり
ますが、総合計画の中では地域医療の充実性の部分を日赤の誘致に関わ
らず今まで進めてきており、これからも大事な部分ですので地域医療の
充実については政策として進めていくということになろうかと思いま
す。また、個別の病院の誘致等につきましては、実現があった時点、目
途が立った時点あるいはその政策施策の下の事業計画、個別の事業とし
て載せる場合は十分ありますが、現在策定する第２次総合計画の中では
個別の病院誘致について記載するということはございません。（佐藤企
画総務部長）

企画政策課 市回答のとおり
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10
地域
懇談

大釜駅について、もっと活用できると思います。学童や高校生が勉強しやすい場所、市民が
集まってお茶を飲むところもありません。駅舎の２階に店舗などがあるところもあると聞き
ます。

現在、大釜駅前コミュニティセンターに学童が入っています。学童があ
ることにより、どういった運営方針にしていくか、駅あるいはJRさんと
協議する必要があります。まず学童があることによって、安全な子ども
たちの育成というものを前提にしながら、さまざまな方策を考えていか
なければならないと思っています。あわせて、地域の方々がコミュニ
ティセンターの機能も共有していると思います。駅舎にあるコミュニ
ティセンターの役割というものも含めて、新しい方向性などについて考
えてみたいと思っています。まずは、活用方法を含めた地域の声を関係
部でしっかりと受けとめながら、これからも考えていきたいと思いま
す。（武田市長）

児童福祉課

都市政策課

地域づくり推進課

【児童福祉課】
市回答のとおり

【都市政策課】
市回答のとおり

【地域づくり推進課】
大釜駅前コミュニティセンター
については、駅利用者とコミュ
ニティセンター利用者の安全な
歩行確保のため、劣化した入口
の階段を複数年度で修繕する予
定です。
大釜駅周辺の賑わいについて
は、地域の皆さんと一緒に考え
てまいります。
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

やさしさに包まれたというのは、市民目線からするとそんな市になりたいなと思えるすごく
良いスローガンだと思います。
一方で、行政側から地域経済を支えるという視点はどうなんだろうかと思います。
地域福祉についてはやさしさに包まれたというテーマの中で見えてきたり、地域経済ははた
らく滝沢で見えてきたりは分かりますが、それ以外の部分が見えにくい形になっていると思
います。
例えば、経済的な活動をするためには道路がちゃんとしていないといけないから、では道路
をどのように補修していくのかといったような経済的な部分が見える形で示していただける
と良いかと思います。

さまざまな懇談の場面で、若者定住には働く場が必要であるとか、法人
税収入を伸ばすべきといったような意見をいただきます。企業の誘致は
今後も進めていきますが、もっと注目していただきたいのは、本市の商
工会に加入する会員がとても増えているということです。この点につい
て、若い人たちに市内の企業の有益性やすばらしさを伝える活動を増や
していきたいです。
また、道路については、盛岡環状線の混雑等について、これまで県や国
にお願いしてばかりでしたが、一緒になって話し合う場を設けて進めて
いこうとしていることもありますので、さまざまな形で皆様に報告して
いきたいと思っています。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

2 総計

自治会の事務局をやっています。毎年防犯灯と交通安全施設に対する要望を取りまとめて市
へ提出していますが、非常に細かく対応していただき助かっています。
ういった要望等にきめ細かく対応してもらえることがやさしさにつながるかと思っています
ので、今後ともよろしくお願いします。

お褒めの言葉をいただき大変ありがとうございます。
市の職員にも伝えますし、市の職員全体につなげていきたいと思いま
す。（武田市長）

企画政策課

防災防犯課
市回答のとおり

3 総計

やさしさって何かと考えたときに、最近の子どもたちはあいさつが出来ないです。大人もそ
うですが、「おはようございます」と言っても元気がないです。一番身近な問題だと思いま
すので、学校で元気にあいさつするように教育していただきたいです。

あいさつというのは、人間関係を創っていく中で一番基礎となる大事な
ところです。コロナやマスク着用の影響で、あいさつを交わしたり、表
情を見たりということが少なくなってしまい、子どもの成長にとってど
うだろうかと危惧しているところですが、市内の学校では、たくさんの
体験と、人と関わる活動を意識して今年度取り組んでいくところです。
（太田教育長）

企画政策課

学校教育指導課
市回答のとおり

4 総計

総合計画の説明というには資料が少ないのではないでしょうか。また、数字が無いので抽象
的で難しいなと感じました。アンケート調査についても一部ではなく全部見たいです。客観
的に数字で出せそうな項目の資料等を用いて、現状を把握することから作業が始まるのでは
ないかと思います。
市役所窓口での説明は非常に良い印象を持っています。市として評価できるものと思いま
す。
やさしさというのをもっと数字に落として、具体的に７～８年後にどう変わったのかの流れ
が分かるようにした方が良いかと思います。
あいさつの話が出ていましたが、私も同感です。

資料については少し少ないですが、今日の限られた時間の中で説明とご
意見を頂戴するため抽象的な話になってしまいますが、皆様から様々な
意見をいただきながら熟度を高めていきたいと考えているところです。
あいさつについては、朝、帰り、感謝を伝える言葉などが素直に出るよ
うな滝沢市のための人間関係、地域づくりを進めていきたいと思ってい
ます。（武田市長）

今回の「やさしさ」のテーマというのは、大きな計画の中の理念にあた
ります。この下に基本計画、さらにその下には各分野の取組の中身や指
標を具体的に設定していく予定です。（杉村企画政策課長）

企画政策課 市回答のとおり

5 総計

以前チャグチャグ馬コの前夜祭をやっていました。すごい人数が集まった盛大なお祭りで、
みんなで思い出してあのときは良かったねって話をします。滝沢市を代表する祭りってない
んですよね。チャグチャグ馬コも青山過ぎれば盛岡ですし、市全体として、滝沢を代表する
ようなお祭りを作ってもらうよう考えてもらいたいです。

まだ確かな数字ではありませんが、今年度のチャグチャグ馬コは過去最
高の観覧者数であったと聞いています。ビッグルーフにも９,０００人
以上の方が来場されていたようです。伝統文化をしっかり守っていきた
いと思います。併せて、小中学生と話してきた中で、人のつながりから
地域のお祭りに参加しているという話を聞きました。地域で確立できる
ように考えていきたいと考えています。（武田市長）

企画政策課

観光物産課
市回答のとおり

6 総計

自治会活動の重要性をすごく感じていますが、自治会を脱退したいという方が増えてきてい
ます。地域との交流がなくなって、幸せを感じることができるのかが疑問です。
いきいきサロンでも、足腰が丈夫なうちは歩いて参加されるのですが、歩けなくなると参加
できず、孤立につながっている感じがします。寂しさを感じますし、どう対応していくのか
が自治会活動の中で課題になっています。

足が悪くなって移動手段がなくなってくると、外に出る機会が少なく
なってくるという点はそのとおりであり、そういった方向けのサービス
は市でも精一杯行っていきますが、「あの人来なくなったよね」という
のに気が付けるのは地域の方々だと思っています。民生委員さんとか、
地域包括支援センターにお話をいただければ幸いです。地域の皆様と一
緒に取り組んでいきたいと考えています。（勝田健康福祉部長） 地域づくり推進課

地域包括支援セン
ター

【地域づくり推進課】
自治会長研修会や役員研修会に
おいて、地域づくりのヒントが
得られるよう、各自治会の取組
事例を共有し、自治会同士の意
見交換の場を創出しておりま
す。
地域のつながりや支え合いが育
まれるよう、市が後押しできる
ようにしてまいります。

【地域包括支援センター】
市回答のとおり

⑤　鵜飼地域づくり推進委員会
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7 総計

滝沢ニュータウンのメインストリート近くに住んでいますが、今年チャグチャグ馬コのポス
ターがポストに入っていたが、添書やメモ書きが何もなかった。一言でもいいから、「今度
チャグチャグ馬コやるのでポスター貼ってくださいね」とか、そういう挨拶が欲しかったで
す。やさしさというのであればその点についても考えてください。

今年度観光協会で例年の３倍ポスターを刷ったそうです。個別で観光協
会の職員がポスティングしていたと話を聞きました。それだけ市全体で
盛り上げたいという意味で取り組んでいたことと思いますが、至らぬ点
がありましたことは本当にすみませんでした。（武田市長）

観光物産課

実施者の一般社団法人滝沢市観
光物産協会に情報提供させてい
ただきました。ポスターには、
事業者様に寄付をお願いする文
書も添付していたようですが
「添付漏れの可能性もあり申し
訳ありません」とのことでし
た。

8
地域
懇談

新型コロナウイルス関連の話です。沖縄では医療が破綻していたり、西日本でもひっ迫して
いるようです。幸い東日本はそれほどですが、第５類に移行した状況で２点お願いがありま
す。
１点目は学校で感染拡大を防ぐため、メリハリをつけてマスク着用の指導をお願いします。
２点目は１１歳以下のワクチン接種機会を増やしてください。市の方に話をすると、案内は
してるが接種してくれないと言われますが、行政としての責任はどうしてワクチン接種した
方が良いのか説明することにあると思います。

第５類に移行し、マスクは取ってもいいですよと指導はしていますが、
まだまだ付けている状況です。また、この３年間で、マスクは命を守る
ため、大切な人を守るためにつけることと指導してきましたので、子ど
もたちが安心して外せるようになるまでは、無理強いせず見守るように
していきたいと思います。（太田教育長）

子どもたちのワクチン接種率ですが、用意していた枠が全て埋まる状況
は現状少ないため、どちらかというと情報発信の方に注力した方が良い
のかと頭を悩ませているところです。ご意見は持ち帰り、考えさせてい
ただきたいと思います。（勝田健康福祉部長）

学校教育指導課

健康推進課

【学校教育指導課】
市回答のとおり

【健康推進課】
新型コロナワクチン接種につい
て、乳幼児・小児の初回接種は
接種を受けるよう努める「努力
義務」となっていますが、強制
ではなく保護者の判断に基づい
て受けていただくこととなって
おり、引き続きワクチン接種に
関する情報提供を行っていくこ
とが重要と捉えております。

9
地域
懇談

巣子地区で市政懇談会に出られなかった方から代わりに聞いてきてくれと言われたのです
が、盛岡市に無料で利用できる児童館がたくさんあるのに、滝沢市に無いのはどうしてです
か。

私が知っているのは過去の経緯の話ですが、盛岡市は昔学童の設置には
比較的消極的だったはずです。他方滝沢市は各学校に１つ学童を設置し
て子どもを預かるという作戦をとりました。ところが今になり、児童館
の価値が高いという風に見られるようになってきて、結果として児童館
が不足していると見られるようになってきたのだと思います。（正木会
計管理者）

児童館は預かり時間が短いと思いますが、学童は夏休みも含めしっかり
と対応するという点で役割が少し違うんだと思います。（武田市長）

児童福祉課 市回答のとおり

10
地域
懇談

※９関連
この質問の裏にあるのは、学童費が高いということです。一人１０,０００円いくらだと聞き
ました。保育料は所得に応じて負担が決まるのですが、学童費は一律なので負担感が非常に
あるとのことでした。医療費負担についても、ほとんど生活保護世帯みたいな形にならない
とタダにはならないし、土地が安いから滝沢市に家を建てたのに、こんなにお金がかかるな
ら盛岡に建てた方が良かったと言っているお母さんたちがたくさんいます。こどもまんなか
を掲げるのであれば、せめて近隣市町村のレベルに合わせるくらいはしてほしいと思ってい
ます。

こどもまんなかを掲げていますが、私も若いお母さんに随分いわれまし
た。議会の方でも少しお話しましたが、所得制限についてはようやくな
んとかできそうで、来年度に向けて準備を進めています。また、学童、
保育園は共働き世帯が増えてきたことで利用率が上がってきています。
待機児童の増加にもつながりますので、保育園や法人さんとさまざま協
議しながら考えていきたいと思っています。（武田市長）

児童福祉課 市回答のとおり

11
地域
懇談

こどもまんなかを公約に掲げた際、具体的になにをどうすると考えていましたか。今日の説
明や資料では抽象的でわかりませんので、具体的にどうするんだという市長のメッセージを
出した方が良いのではと思います。
また、チャグチャグ馬コの話ですが、最多というのは一過性のものではないかと危惧してい
ます。馬コ祭りもそうですが、経済効果を見ていかなければならないのではないでしょう
か。せっかく市外からお客さんも来るので、この資源を活かしていく必要があると思いま
す。

子育て世帯の方からいろいろな意見をいただいていますが、これから滝
沢市が抱える最も大きな問題は小中学校の建て替えです。昭和４０～６
０年代に各地にどんどん小学校が出来てきましたが、新しく建て替えて
いくと何百億円とかかります。国の補助も十分ではありません。住民
サービスも行わなければならないため、住民のみなさんと話し合いをし
ながら、将来を見据えて考えていかなければなりません。
チャグチャグ馬コの経済効果という点ですが、今回外国人観光客の方が
とても多かったです。馬事文化というのは脈々と根付いているものと思
います。チャグチャグ馬コとあわせて、駒踊りやさまざまな伝統文化を
地域の住民の方の楽しみのために、そして地域の文化を感じてもらうた
めに、一生懸命工夫しながらやっていきたいと思います。（武田市長）

児童福祉課

観光物産課
市回答のとおり

12
地域
懇談

市制が始まってから、何か特産物をということで、焼酎、ワイン、日本酒を作っていたと思
いますが、今も作っていますか。予算を使ってやっているものですから、継続と展開を大事
にしてほしいと思います。よっぽどの理由が無いとやめるべきではないと思います。
また、市の政策展開に当たっての取組みの視点と言われても、鈍った頭ではなかなか出てき
ません。一歩目となる施策を小学生に考えてもらって、そこから糸をつなぎながら考えてい
くというのはどうでしょうか。もう一つ噛み砕いていただかないとわからないです。

日本酒は作っていますが、焼酎は原料となる芋を作る人がいなくなって
きているため、製造をやめてしまいました。新たな品種を使ったり、米
焼酎をとさまざま検討していきたいと思います。また、お酒に合う食材
についても、農家さんと連携しながら、加工も含め考えていきたいと思
います。併せて、飲食店への効果的な展開も図っていきます。ワインも
もうすぐできます。
施策の細かい部分については総合計画審議会等でもしっかり説明しなが
ら、みなさんにも改めて報告させていただきたいと思います。（武田市
長）

観光物産課

企画政策課
市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1
総計

幸福感というのは非常に曖昧な言葉で、人それぞれにはやはり幸福感というのは価値観の捉
え方の関係もあって、非常に幅が広いんだろうと思います。私自身も幸福だと感じるのは
やっぱり家族が健康で、仲良く暮らしているということだと思いますが、これが市全体とい
うことになるといろんな幸福感があると思います。幸福感とはどうですかね？みたいな感じ
の行政的な話でもないし、やはりそういったことに捉われない、本来の行政という形の中で
いかに幅広く実現できるか、それがある程度の割合で高まることによってかなり地域住民の
幸福度というのは上がってくると思いました。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

2
総計

自治会の中でも今、問題になっているわけですが、やはり投票に行きたいという人の気持ち
というのは自分の地域に良い意味での愛着があるのが大前提です。
私が滝沢について調べた時、素晴らしい歴史が滝沢には存在していると思いました。故きを
温ねて新しきを知るという言葉があるわけですが、やはり滝沢の歴史を住民にきちっと教え
ていくべきだと思います。

選挙管理委員会事
務局

企画政策課

文化振興課

【選挙管理委員会事務局】
各担当課と協議の上、今後の選
挙運営に活かしていきたいと思
います。

【企画政策課】
いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

【文化振興課】
郷土史「滝沢市の歩み」を活用
した学習講座をはじめとする郷
土理解推進事業について、今後
も継続・推進していきます。

3
総計

私達の地域は関わりが狭い範囲ですが、皆さんお互いにコミュニティがよくなされていると
思っています。
学校問題というのが一番色々悩むところでもあるわけですが、保育所から学校までがこの地
域にあって、みんなが同じように保育所から数えると１０年は一緒にお父さんもお母さんも
いろんな行事をやってきているからお互いが分かっていると思います。
消防なんかも姥屋敷にこれだけ協力してくれていると思っていますが、これもやはりそう
いった繋がりのコミュニティであって、他には真似できないだろうと思っております。
そういう面では、本当にコミュニティというようなものが最も大切だと思っていますが、児
童生徒が少なくなってきてますので、この辺も広げてくれる、また繋げていくにはどうすれ
ばいいのかなとは思っております。

私も市長と話そうというので、姥屋敷の子どもたちと話をさせていただ
きました。そこで、優しさってなんだと思うって言ったら、ある女の子
が「私は経済的にも恵まれてないと、相手に対しても優しくできないと
思う。」と言ってました。
要は、誰しもが自分が恵まれてないと相手のことまで手を差し伸べるこ
とができないという話を、姥屋敷中学校のある女の子が話してくれまし
た。
そしてあとは「しっかりと子育て政策やってください、それが市のやる
優しさです」と言われました。
子ども、そして本日いただいた意見というのは本当に参考になりますの
で、これからも生かしてまいりたいと思っております。（武田市長）

学校教育指導課 市回答のとおり

4
総計

PTA会長をやらせていただいてる者です。
自分がここで子育てして感じてるのは、姥屋敷は本当に地域との繋がりが強いことです。今
息子が２０歳になったんですけど、（息子が）何か地域のために恩返ししなきゃと思ってい
て、中学校を卒業して今県内の学校に行ってるんですけど、いずれ滝沢のためにと思ってい
るみたいで、何かすごくここの地域を好きというか、自分はここに絶対戻るんだっていう意
思で今外に出てる感じです。
そういう意味で、ここで暮らしていて地域のやさしさに包まれているなと思っているし他の
地域の子もそうだと思います。
この地域は特に顔が見えるので、どこのおじいさん、おばあさんだとか、お父さん、お母さ
んだっていうのは常に見えて暮らしているので、そういう中ですごい愛着があって育ってる
のが姥屋敷の強みなのかなと思います。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

5
総計

私は生まれがここ（姥屋敷）で大学が県外でまたここに自営業のために戻ってきたという生
活を送っております。
地域の繋がりとか滝沢村で生まれて市になって何が変わったかとか幸福度がどうとかという
ことに関しては、実際に市役所に行くとか市議の広報は回ってきてますし、そういう情報と
して多分提供はたくさんされていると思うんですけど、実際生活に何が関わってくるかとい
うと、子育ての窓口だったり、両親の書面の手続き等でやさしさは分かりやすさが必要かな
と思います。
福祉バスの関係で実証実験が昨年行われたと思うんですけど、実際私の父は携帯を持ってお
らず、病院から帰ってくるのにも電話をしなければ使えなかったなど細かい点について、結
局子どもが間に入って説明しないと理解ができないことがあったので、やさしさに関しては
分かりやすさかなと思います。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

⑥　姥屋敷いきいき２１推進委員会
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6
総計

子どもを育てることは、崖から落とすような教育だと私は思っています。というのは甘えさ
せると間違いなくろくなことはありません。ここの学校は非常に自然が厳しいです。です
が、この自然の中でもまれていくというのが逆に本人のためになってるのかなと思います。
ただ、生徒数が少なくて人間関係がこじれてしまう子もいて、大きな学校に行った時に耐え
れなくなって脱落する子もいるのかなともおもいます。やさしさは強さだと思っています。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

7
総計

やさしさを感じるというのはやっぱり地域の皆様に見守っていただいてるという実感を得ら
れた時です。
（地域の方々が）学校行事があった時とかに学校に来ていただいて、そば作りなどで力を貸
していただいたりとかで子ども達が地域の方々のことを知り、この人達と一緒に暮らしてい
るんだなと実感しながら生活しているのがすごく良い環境だなと思っています。
子ども達同士もお互いを思いやる気持ちみたいなのが小さい学校で限られた人間関係ですけ
ど、その中でいざこざがあった時でもいいよ（大丈夫だよ）と相手を許せるようなやさしさ
がこの地域であり続けてほしいなと思います。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

8
地域
懇談

１５年ぐらい前に、学校のあり方っていうので市ともここでやり取りをして、その時は多分
半分以上の方がこのままの状態で存続させてほしいと話し合われた記憶があります。それか
らもう１５年近く経って、最近コロナ禍っていうこともあってあまり保護者同士の交流とか
もなかったので、本当に学校と保護者みたいな感じで、実際保護者だけの意見ってあんまり
聞き取りができてないですけど、多分聞くと１５年前の話とは変わってくるのかなっていう
感じが個人の考えとしてはあります。
春卒業したばかりの娘とも話したけども、「学校自体がなくなるのは嫌だ。何か形は残って
てほしい。少ない人数だったけどすごく楽しかった。」みたいな話はしてて、でも続けるの
はこのままの状態では自分の意見としては難しいのかなっていう思いはあります。
さっき、第２次総合計画の際、ご説明の中でもちょっとあったと思うんですけど、「多様な
幸せがあるっていうことを認め合う。実現できる環境の整備をみんなで進めていくことが重
要である。」ってあったんですけど、姥屋敷もここだけの問題で捉えるんじゃなくて、滝沢
市には大きい学校も小さい学校もあってっていう捉え方をしたときに、姥屋敷の役割も何か
できることがあるんじゃないかなって思います。ただ多分ここからもう抹消してしまうと、
また滝沢の財産がなくなってしまうことをちょっと何時間かの間にちょっと考えてたんです
けど、学区に関係なく滝沢全体で市P連の会長さんたちとも何か話を共有できるような機会が
あればいいのかなって思います。単純に学校少ないからなくすのか、統合するのかっていう
話じゃなくて、姥屋敷や柳沢の学校を見て、市全体としてどういう活用方法があるのか。今
風に言うと多様性重視みたいな感じになればいいなって個人的には考えています。

おっしゃる通り、本当に岩手県に誇れるような姥屋敷の教育は成果を上
げていると思います。
どこの学校どこの地域においても少子化というのが今大きくのしかかっ
ていて、滝沢市においてもそのそれぞれの学校の成り立ちは様々で、大
規模校を超える過大規模校を解消するために新設校ができる形で取り組
んできました。次は令和３年度から完全複式になっている姥屋敷小学
校、それから柳沢小学校をどのようにしてあげたらいいのかが、今滝沢
市の課題だと感じています。
いずれ学校については、地域の皆さんや、今学校に子どもたちを通わせ
ている皆さんにとって、どういうことを望まれているのか話し合いの機
会を設けることがまず重要であるということが出されています。
ですから、それぞれの地域に出向き説明し、考えていかなくてはいけな
いと思います。
そしてその中で説明する時も、保護者会が最初がいいのか、保護者さん
とこれから学校に入るお子さんを抱えている子育て世代とまず話をしな
がら説明して、そして地域の方々も一緒にみんなが参加できる日程を
PTA会長さんと詰めていって話し合いを１回でなく、進めなければいけ
ないと思っています。
教育委員会も準備しているところです。まず、統合ありき、まず廃校な
んだとか、乱暴に進めるつもりはありません。これから、学校の在り方
について、考える機会を設定していただきたいと思います。（太田教育
長）

教育総務課

令和３年度から４年度にかけ
て、「本市の学校教育の在り
方」について総合的な検討を行
うために、有識者による検討委
員会を設置し、市内小中学校の
子ども達にとってより良い教育
環境について協議を重ねてまい
りました。検討委員会による報
告書が令和５年３月に市教委員
会に提出されましたので、今
後、市教育委員会として報告書
の内容についての説明と地域の
方々の意向を伺いながら、望ま
しい学校教育について検討を進
めてまいります。

9
地域
懇談

学校の問題ですけども、あくまでもPTAの皆さんの意見が最大の発祥元かと思ってます。
それで野球だと交流戦とかっていうのがありますが、自分がPTA会長のときに他の１クラスと
か２クラスの学校の生徒がここに来て遊んだり、一緒に野外活動を今も一緒にやったことが
あります。
今都会で残虐な事件結構あります。あれって人間と人間とのいがみ合いっていうか、優しさ
に欠乏しているというか、そういった意味でこの学校は交流戦とかのような交流学習です
か、そういうものをもし小学校の時代でもやれれば、ここの学校が少しでも残れることもあ
るだろうと思います。あるいは子が完全になくなっても、山に行って、山の教室で今日は１
日勉強するとか、他の学校から全員来てこっちでやるとかっていう使い方もあるのかなと思
います。自然との交わりっていうのも、やはり大事にコンクリート、町、車、そういうばっ
かしじゃなくてこういうとこに来て、やるっていうのも一つの教育の場になるのではないか
なと思ってます。

交流活動で様々子ども同士の交流も含めて、そして地域の良さを改めて
感じるような機会など、すごく素敵な意見を頂戴してるなって嬉しく思
いながら聞かせていただきました。
せっかくの機会なので本当にそういうことを皆さんからどんどんお聞き
したいなと思います。今すぐではありませんが、ぜひまた機会を改めま
すのでよろしくお願いします。（太田教育長）

学校教育指導課 市回答のとおり
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10
地域
懇談

マイロードは柳村純一村長が自分たちでやれって言ってくれたことがきっかけで、あそこま
で我々がやったことなんです。だからあの言葉を出さなかったら職員の人や議員さんではも
う絶対その言葉は出してもらえなかったと思います。それと、スマートインターについて、
蒼前神社に結ぶっていうことをやらなかったら何のためのスマートインターが分からなくな
ります。市長さんでないと私は、やはりいろいろ駄目だと思います。日赤であろうと何であ
ろうと、やるだけやる。駄目でも仕方ない。ということで思い切って動くということが私は
大切なことだと思います。
是非柳村純一村長のように大きくどんとしたものをやってほしいと思います。

どういった手法があるのか。そしてあと本当に実現するのであれば、何
をどうクリアすればできるのか。そこの部分を我々もしっかりと考えた
いと思ってました。
この道路のことを地域の皆さんが困ってることそしてこれからどういっ
た未来を作っていくかっていうところでは、一緒になってこれからも話
し合いをして考えていきたいと思ってましたので、どうぞよろしくお願
いいたします。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

11
地域
懇談

鬼越洞畑線の道路について、全国から人が来るんですが「網張」を入れ、ナビに押し込むと
そこの道路が表示されるそうです。大型連休中では京都とか岐阜から車がどんどん来るの
で、あそこでパンクして高速に乗って大きな事故があったら大変なことになるので、そう
いったことも考えて、舗装してほしいです。

補助事業で駄目であれば単費っていうことで、市の財源を使って整備す
るという方法もあろうかと思いますけども、まだまだその議論の余地は
あるのではないかなというふうに思います。もう少し皆様とどれが一番
ベストなのか、あるいはベターなのかの話し合いを重ねていかなければ
ならないのではないかというふうに思います。（長内都市整備部長） 道路課 市回答のとおり

12
地域
懇談

市自体が、お金をおとしていただくような行動を仕入れてやっていかないといけないと思い
ます。
稼げるというまでには至っていないのかなというふうに感じてましたが観光云々と考える
と、やっぱりチャグチャグ馬コに活かすとか、あるいはその他自然景観をいかに生かしてお
金を稼ぐかとか、そういった部分でもやっぱり、柳沢方面から姥屋敷方面しかもう滝沢はな
いんじゃないのかなと思います。新しい斬新なアイディアを募る形でやっぱり滝沢もそろそ
ろ観光の部分についても具体的な行動をやるべきじゃないかなと思います。

我々も観光って考えたときに、ただただ車で来てゴミを落としていくっ
ていうことじゃなくて、いかにお金を落としていくかというのを考えな
きゃならないのかなって思います。
落としていく知恵とその落としていくこの財布を我々と一緒に行動しな
がら、まさにこの姥屋敷の素晴らしい景観であるとかっていうところを
生かして、それをどこかで落としていくような仕組みっていうのを作っ
ていきたいと思っております。ぜひいろいろな知恵やアイディア、そし
て受け口っていうところを、一緒になってやっていければと思っており
ますので、よろしくお願いいたします。（木下経済産業部長）
観光に関しては、私もこの豊かな自然を見せないわけにはいかないなっ
ていうふうに思ってました。今の公約にもアドベンチャートラベルと挙
げさせていただきましたが、それはもう本当に姥屋敷地区を想定した観
光であります。
まずはいろんな考え方そして多様な考え方で、いろんな人たちに認めら
れるこの姥屋敷あるいは滝沢の観光というのを作っていけたらいいなと
思ってます。
泊まるところがないことも一つの魅力なのかもしれませんし、いろんな
意味で全てを便利にしてしまえば、どこでも変わりない地域になってし
まうのかなとも思ってますし、しかしその不便で豊かなものをしっかり
と情報発信していくことが大事なんだろうなと思ってました。
まずはこの地域の皆さんが頑張っていただけること、そして皆さんが身
近でできることをぜひ一緒になって考えて、そして対応していきたいと
思ってました。１人１人、みんなのために私も頑張っていきます。（武
田市長）

観光物産課 市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

優しさを感じることをここで言う意味がわからないです。 この第２次滝沢市総合計画は、我々市だけで考えた計画にならないよ
う、皆さんから「やさしさ」をテーマに話を聞いているものです。一緒
になって作っていきたいと思い、こうして地域を歩いています。（武田
市長）

企画政策課 市回答のとおり

2 総計

今柳沢は子どもがとても減ってます。保育園も、他地域から皆さんこちらに通ってきて、子
どもたちが満たされているような状況だと思います。学校も、小中学校合わせて２０人いな
いと思います。そうした中、先日市外の保育園で正規職員として働く知人が仕事を辞めまし
た。非正規職員の割合が多く、正規職員の負担が多かったことが理由のようです。保育園で
働く人たちに、ある程度の収入があってしっかり続けて頑張っていけるよう、市が補助をす
るなど必要だと思います。あとは具体的な政策をとるよう、問題を導き出して、調査をし
て、話し合って、何をどのように変えたら良いかみんなで相談するなど、そうしたことがど
のくらいされているのかを聞きたいです。そのように具体的にやることが優しさに繋がって
いくと私は思っています。

保育士の確保は全国的な課題であり、市も同様です。市の政策として
は、保育士が借りたアパート家賃の補助をし、滝沢の保育園で働いてい
ただくという制度を実施しています。また、国の方でも処遇改善として
給与のアップを進めていますので、そういった制度も活用しながら、市
の子育て政策を進めているという状況です。（佐藤企画総務部長）

他にも、保育士の仕事においては様々な申請書類等を出す必要があり、
その部分の簡素化のためにも、市内のIT関係の会社が、見守りから書類
の簡素化などまでできるようなシステムを展開しています。（武田市
長）

児童福祉課 市回答のとおり

3
地域
懇談

柳沢の保育園でも、滝沢全体の保育園でもよいのですが、非正規の人と正規の人の割合を具
体的に聞きたいです。

保育所の数としては１８か所です。ほか、幼稚園が５園、うち認定こど
も園が４園となっています。正規と非正規の職員ですが、感覚的なとこ
ろで申し訳ありませんが、６割が正規で４割が非正規であると考えてい
ます。具体的な数値については、改めて会長を通じ回答させていただき
ます。（佐藤企画総務部長） 児童福祉課

令和５年４月時点での保育士の
割合について、柳沢保育園は、
正規が５７％、非正規が４３％
となっており、市内全体では、
正規が７６％、非正規が２４％
となっております。

4 総計

ついこの間まで「幸福とは」ということで、突然幸福が出てきたと思うと今度は優しさで
す。優しさと言われても、受け取り方は１人ずつ違います。大きいテーマなので、幸福感と
のつながりなど、もう少し具体的に、市がこのような考えで進んでいきたいというようなこ
とを示していただきたいです。

本日の場はテーマを大きく捉えて、色々な意見を出し、どういうことが
考えられるか広い方向で考える機会としています。頂いた意見は、実際
行政の政策や施策として取りまとめ、そういう方向性に向けて、このよ
うなことを実際やっていくというのを、来年度のはじめに示したいと、
現在担当で考えています。
今までの幸福感が優しさになった経緯については、滝沢市のこれまでの
取り組みを通して市が追い求めていく将来像は、「誰もが幸福を実感で
きる」というものですが、これは変わりません。これまでの８年間は、
その基盤づくりをしてきたもので、コロナ禍で人とのつながりが減少し
たことを受け、今一度、絆の再構築などの行政のサポートを実施してい
くときのキャッチフレーズとして、優しさや、優しさに包まれた地域社
会をつくっていく８年間にしたいという思いです。そのため、皆さんに
意見を伺いながら、広く考えていきたいと思っています。（福井総括主
査）

企画政策課 市回答のとおり

5 総計

「つながる滝沢」とありますが、私はデジタル社会の落ちこぼれで未だにガラケーです。と
ころが最近テレビや広報ではみんな詳しいことはQRコードでとなってしまっており、優しく
ない社会だなと思っています。分かりやすさが「やさしさ」につながるのではないでしょう
か。そういう人たちも落ちこぼれないような「つながる市」であってほしいと思いました。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

6 総計

「学ぶ滝沢」や「こどもまんなか滝沢」、「働く滝沢」というのも、事例を含めてこういう
ことを考えていますなど、何か具体的なことで話をしてもらえると私たちも考えがまとまり
やすいと思います。まだどうかと聞かれてもしっかり答えられません。

企画政策課

市民の皆さんからいただきまし
た御意見も参考としながら現
在、第２次滝沢市総合計画の策
定を進めています。具体的な取
組施策等についても今年度策定
し、来年度の市政懇談会等にお
いても御説明する予定としてい
ます。

⑦　やなぎさわ地域づくり懇談会
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7
地域
懇談

県道２７８号について、子どもが事故で亡くなったりするなどしているため、歩道を付けて
もらいたいです。

安心、安全といったような視点も優しさとして広くお伺いしています。
どこまでやるのかという点では、これから政策施策を検討する中で、長
期的に計画作ってということになると思います。（福井総括主査）

県道の計画に関しましては、市、県、国交省の３者が一緒になって、
様々道路の見直しをしています。こちらから要望を上げるだけではな
く、どのようにすすめていくべきかの話し合いもしています。全てが１
回にできるわけではないため、今回の歩道の話も今後、話していきたい
と思います。（武田市長）

道路課 市回答のとおり

8 総計

ここに住んで６７年になりますが、保育園から声をかけていただいて、小さな田んぼを作っ
ています。その後、小学３年生、４年生になった子どもから、「保育園でお世話になりまし
た」と言葉をかけてくださいます。何かそこが優しさだと感じます。子どもたちが「おばあ
ちゃん大丈夫」と声を掛けてくれるなど、それがこの地区にはあると思っています。普段の
生活の中で、まち作りの中で、いろんな活動の中で、日曜市の中で、それが優しさだと思い
ます。

ほかの懇談会でも、地域コミュニティとあいさつについて話をたくさん
頂いています。例えば、スクールガードと子どもの相互のあいさつが、
お互いに本当に楽しい、それが優しさだという意見もありました。そし
て人と人とのつながる場作りというのが、まさに計画の中に盛り込んで
いかなければと考えていました。（福井総括主査） 企画政策課 市回答のとおり

9
地域
懇談

どんな活動をしていても、柳沢はとても活発に活動しているところではないかと思います。
例えばほにほに柳沢があって、朝市があって、過去には地域通貨をやるなど、いろんな試し
をやってきています。ですが、担い手がおらず、このまちづくり委員会にもメンバーとして
３０代４０代くらいの人たちがなかなか入ってきません。声はかけていますが、やはり仕事
も忙しいなど、地域に目が向いていないというのをとても感じています。このまま私たちが
ただただ活動していても、先はないだろうというところで、担い手について、問題視してい
ます。

地域の次の担い手を育てると、地域の活動などをみんなで一緒に後押し
していきたいとなり、それが一つの形になっていくと思います。例えば
地域のお祭りなどについて、中学生からは地域の祭りにもしっかり出
て、そして地域の皆さんと関わって、一緒になって守っていきたいとい
うような話も頂きました。担い手というのは、一緒に参加して活動する
ことが、次の世代を育てていくことにつながると思います。まずはそう
した活動の手伝いについて、市側としても、どういったことができるの
か検討していきます。お祭りだけではなく、ボランティア活動や様々な
地域の計画の話し合いなどに我々も一緒になって関わり合いながらやっ
ていきたいと思っています。また、今日は鷹巣子市に行ってきたのです
が、子どもから大人までみんなが参加してそのお祭りに関わってやって
いました。他の地域からも出店者を呼んでやっているようでした。いろ
いろな手法があるかと思いますので、ぜひほかの地域のお祭りにも一緒
になって見ると、また違う視点が出てくると思います。そうすることに
よって、この地域で一緒になってやれることがまたさらに増えると思い
ます。（武田市長）

地域づくり推進課 市回答のとおり

10
地域
懇談

昨年からタクシー利用の話が出ていましたが、２回ほど集まった中で、最初のときは皆さん
で試験的に利用して、利用する方々に対してカードを渡したとのことです。その後、私は柳
沢自治会としての説明会があると思っていましたが、２回目の集まりは試験的に利用された
方々だけを集めて説明会をしたとのことでした。まだはっきりとした試験の結果が出ておら
ず、結局どうなったのだろうという気持ちで私も思っていました。タクシー利用について、
どのようになっているのか考え方をお願いしたいと思います。

以前庁舎に来ていただいて、私がお話伺って、都市整備部の方に伝えた
ところでございます。公共交通については、ほかの市政懇談会でも「公
共交通があれば優しいまちだよね」という話も出ています。高齢化が進
んでいくと、今のような交通体系ではいけないということで、昨年度、
柳沢地区をモデル地区として実証実験をさせていただいたところです。
自治会にも今年説明会を開くということは都市整備部から伺っていま
す。今後地域の方と話を進め、公共交通の在り方を相談させていただき
ながら、一緒になって考えていきたいというところを伺っていますの
で、その際はよろしくお願いいたします。（佐藤企画総務部長）

都市政策課

市内のモデル地区における無料
タクシーを利用した実証実験運
行については、利用者が少な
かったものの、「相乗りへの抵
抗感がないこと」や「地域での
たすけあいへの協力」に対する
意見が挙がったことから、今年
度は地域住民とワークショップ
を行い、地域と一緒に必要かつ
持続可能な交通サービスについ
て検討してまいります。

11
地域
懇談

去年か一昨年くらいから役所の方で道路を除草する機械を買ったと思いますが、自治会とし
ては昔から年に１回は刈っており、その間に何回かその機械でやっているの見ています。し
かし、下の十字路から清掃センターまでではなく、大きい道路までやっていただければ本当
にありがたいと思っています。

トラクターのアタッチメントとして除草するものを市で持っています。
おっしゃった箇所については、市で刈っているのか、地域の皆さんにお
願いしているのか、業者に委託しているのか、また、その機械を使っ
て、どこをどのような基準でやっているのかは今お答えできないので、
確認した上で回答します。（岡田副市長） 道路課

要望内容につきまして、後日確
認させていただきます。
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12

総計

地域
懇談

草が伸びていて、子どもの通学が危なく、県に言ったところ草刈りしていただけるとのこと
で待っていました。看板も壊れていますし、危ないのでお願いしますと言ったところ、その
看板の周りだけが草刈りされていました。私は我慢できず自分で市道と県道を草刈りしまし
た。そのとき、除雪車のような市の草刈りの車が来たので、途中までやっていましたが「後
はお願いします」と言うと、県道なのでやりませんとのことでした。トラックもすれすれで
通っていく道です。
地域の優しさというと、人は安心や安定を求めて動いているものだと思いますが、個人に
よって感じる優しさは違います。人に優しくできる状態というのは、自分が安心して生きて
いるときでないと、人には優しくできません。私は３年前に引っ越してきて、朝市などにも
出ていますが、地域の方がすごくよくしてくれて、そうした優しさを人から多く感じ、感謝
しています。市としてその優しさを感じてもらうには、市の職員が何ができるのか考えても
らえたらと思います。担い手の話も出ましたが、地域に目を向ける余裕がないのだと思いま
す。やりたいという気持ちで参加しないと負担になってしまいます。私は３０代ですが、全
部やったとすると、楽しみで来たはずが余裕をなくし、そうした状況は元も子もないものだ
と思います。お祭りにしても、やりたい人が集まってできたら良いです。

「市道だから市がやりました、県道は県でないとできないです」という
のは一般論で当然の話ですが、そのときに市の職員は、県に伝えるとい
う役目もあると思います。市民の皆さんが困っていることを管理者に伝
えるということもできると思います。
一本木の地域づくり活動で、保護者や地域の皆さんが、柳沢小中学校の
通りをみんなで草刈りをするという行事に、私も職員として一緒に参加
しました。学校の先生方も来ていただくなど輪が広がっていき、何か月
かに一度は、保護者の皆さんも来て自分たちの子どもを見守って、見守
る目をいっぱい増やしていこうという流れがありました。行政も一緒に
入り、そうした輪を広げながらともに行動するなど、地域をつくってい
くことが、みんなに見守られて優しいなと感じる、それが直接的でなく
ても、そうした基盤ができているということを社会として目指していけ
ればというのが今回の計画のテーマです。今の話を参考させていただき
ながら、後は何なりと道路課の方にも言っていただいて結構ですので、
よろしくお願いします。（岡田副市長）

企画政策課

道路課
市回答のとおり

13
地域
懇談

卯遠坂の市道で、毎年道路課に言っても除雪してくれません。結局今は自分が２００ｍをト
ラクターで除雪しています。自分が動けなくなったときのことを考えて相談に行っていま
す。

具体的な個所を確認させていただき、明確な理由を説明できるようにし
ます。（岡田副市長）

道路課
要望内容につきまして、後日確
認させていただきます。

14
地域
懇談

私の夫は酪農の仕事をしていますが、トラクターで夜間から長時間にわたり市道の除雪をす
ることが年に何度かあります。みんなで分担すればいいのかもしれませんが、やれる人は限
られているので、本当に安心して暮らすためには、子どもたちが安心して通学するために
は、除雪はとても重要なことなので、しっかり考えてやってほしいです。

道路課
要望内容につきまして、後日確
認させていただきます。

15
地域
懇談

西和賀町の知り合いが、町の取組をJICAが編集した映像を送ってきました。市の政策とし
て、市民がどう関わるか、市職員や医療現場がどう関わるか、総合的に今の問題を調査して
実行した様子が映っていました。全体でその問題をどう解決するかということを考えてほし
いので、市の人にも見てほしいです。

動画のURLを教えていただけたらと思います。（福井総括主査）

企画政策課

動画【誰も取り残さない村づく
り（命を未来につなぐ地域保
健）】拝見しました。西和賀町
で取り組んでいる結の精神を踏
まえた健康づくりを参考しなが
ら、市民主体による地域づくり
活動の展開を図ってまいりたい
と考えています。

６月２７日
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

やさしさとは逆の話になるかもしれませんが、３年ほど前に水道料金の徴収方法が変わり、
これまで市で行っていた業務を委託することで３０００万円程利益が出たというような記事
を読みましたが、その分市民から取ったということですよね。
以前は水道の漏れや操作ミスで急に利用料が増えた際には、前年の同月と同じ料金にしてく
れるとか修正してくれていたと思いますが、委託してからは全て取られてしまいます。
みどり団地で本管を太いものに変えたとき、急に圧力が高くなって漏れが多くなったことが
ありますが、それで料金が急に高くなるっていうのはちょっと納得いかないです。
また、今は料金徴収のみ委託しているかと思いますが、水道全体の管理も含めて民営化する
ことに関して心配しています。市で管理しておかないといざというときに大変になると思い
ます。

まず民営化は考えていません。あくまでも水道メーターの検針と料金の
徴収を外部委託しているところです。議会からもいろいろと質問があ
り、技術的な連携は考えるところですが、おっしゃるような民営化とい
う計画は持っておりません。また、料金の徴収に関しては基本的には変
わりありません。個人が予期せぬところで漏水があったという場合には
通常の料金に合わせて徴収していますが、一方で個人の財産に入った方
での操作誤り等によってかかってしまった料金はそのとおり頂戴する形
としております。本日上下水道部長が出席しておりませんので、回答に
間違いがあれば改めて会長を通じて回答させていただきます。（岡田副
市長）

補足ですが、管の更新、長寿命化を見据えて、利益の部分は基金に積み
上げるなど、将来の安定した経営に向けて、また、皆さんの信用が失墜
することの無いようしっかりとやってまいります。（武田市長）

水道総務課 市回答のとおり

2 総計

やさしさに包まれたまちにつながると思いますが、私が心がけているのは挨拶をすることで
す。朝子どもたちにおはよう、いってらっしゃいと声をかけるようにしています。声をかけ
て返事が返ってくるということが希望につながるかなと思います。ご時世柄なかなか声をか
けると警戒されてしまうこともありますが、自分の住んでいる地域や周りの人とは声を掛け
合えるようになればいいなと思いながら取り組んでいるところです。

人間関係を作っていく一番のスタートは、にこやかに挨拶を交し合うこ
とだと思います。今の子どもたちは顔を見知った相手だと安心して声が
出せるけれど、そうでないと声が出なかったりということもあります。
声をかけると不審者扱いされてしまうような、ちょっと残念な状況では
ありますが、人とのつながりから、安心して挨拶を交わしていけるよう
子どもたちに指導していきますし、地域同士の顔が見えるよう、皆様に
も積極的に挨拶をしていただければありがたいなと思います。（太田教
育長）

盛岡大学で総合計画の話をした際、教育実習で訪れた母校のスクール
ガードの方が自分を覚えていてくれたことがとても嬉しかったという話
を聞きました。また、そのこともあり是非滝沢市で教員になりたいと
思ったという話を聞き、お互いに挨拶を交わせる状態が、滝沢で暮らし
たいというところまでつながることを認識しました。（武田市長）

企画政策課

学校教育指導課
市回答のとおり

3 総計

ワクチン接種の件で、最近国会で、厚生労働省がワクチン接種と非接種の数のデータを改ざ
んしていたという情報を見ました。イギリスでも同様の事例があり大問題になりましたが、
日本ではテレビでも新聞でも報道していません。ワクチンを２回３回接種した人がコロナに
感染しやすい、重篤化しやすいというデータが世界中で出ているそうです。それを厚生労働
省は、コロナに感染した人を調査して、ワクチンを売っていない人の方が多く感染している
し重篤化しているという世界と真逆の発表をしています。しかし、ワクチンを打った日が
はっきりわかっていない人は打っていないものとカウントしている調査のようで、当然打っ
ていない人の方が感染確率が高くなっています。
私が心配するのは、若い人でワクチンを打つと重篤化する人がいて、更には将来子どもがで
きなくなる。これは病理解剖の結果わかっていることのようですが、全く報道されません。
有志医師団体で研究し発表している人たちもいます。ガセ情報かもしれませんが、静岡県浜
松市ではデータで出しています。市の方々には、若い人たち、将来のためを考えて対応して
いただきたいです。

ワクチン接種に関しては、県議時代にもさまざまな病院の先生や大学教
授の方々から意見を頂戴したこともありますが、我々行政が皆さんに対
して行うことは、国から指示を受け、正しい情報をお伝えすることだと
考えています。子どものワクチン接種にしてもそうですが、個々の判断
で決めていただくことであり、ただ我々は国が出した情報をしっかりお
伝えするのが役目だと思っています。一番は感染しないこと、また感染
したらしっかり休んでうつさないようにすることだと思います。（武田
市長）

健康推進課 市回答のとおり

4 総計

※３再質問
静岡県浜松市の例も嘘ではありません。世界の状況も変わってきていますし、考えなければ
ならないと思います。厚生労働省が本当に改ざんしていたとすれば大問題ですが、日本では
全然問題になっていませんので、違った情報も見ながら判断をお願いします。名だたる大学
の教授も発信している情報です。そういったところも見ながら少しでも頭の中に入れておい
ていただきたいです。

さまざまな情報があるということは私も把握しております。どれが正し
いとか間違っているとかというのは決まってからしっかりと発信してい
きます。（武田市長）

企画政策課

健康推進課
市回答のとおり

5 総計

挨拶の話が出ていましたが、人を知ることが大事だと思います。近所の人を知ることがまず
最初だと思います。そこで、さまざまな自治会活動や地域の集まりに積極的に参加して、隣
近所の人と顔なじみになって、みんなで助け合っていけたらいいなと思います。

「市長と話そう」で中学校を訪れた際、この地域を挨拶世界一の地域に
すると言っていました。それだけ子どもたちは、スクールガードの皆さ
んや地域の皆さんから声をかけてもらっていることに感謝していると思
いますし、そういった雰囲気を作っていきたいと思っています。（武田
市長）

企画政策課

地域づくり推進課
市回答のとおり

⑧　大釜地域づくり推進会
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6 総計

来年、再来年の話ではありませんが、将来的にこういった地域になっていければという話で
す。本日参加されている年配の方々の中でも多世帯で同居されている方も多いのではないか
と思いますが、年寄りだけ、若い人だけの世帯もあります。自分のすぐ近くに子どもたちが
住んでいるという地域は、子どもからお年寄りまでのつながりが普段から持てており、ス
クールガードにしても、自分の孫のように思いながら子どもたちの見守りをしているという
のが実態だと思っています。将来的に子どもたちへのさまざまな政策を展開しながら、子ど
もを産み育てやすい市となるよう、助成等を検討いただきたいと思います。今後、例えば子
育てのために敷地の一角を使って家を建てるという計画を相談した場合には、市でバック
アップしますよというようなことも検討いただきたいと思います。

例えば敷地内に新たに若い世代の家を建てるというような場合には、申
請を受けながら、浄化槽の設置や土側溝の勾配の話等があればしっかり
と対応しながら、建てやすい環境を用意していきたいと思います。それ
ぞれの財産の取得にはできることとできないことがありますので、不公
平感がないように対応していきます。若い世代の方々に残ってもらう、
あるいは他市町村から移り住んでもらえるように、子どもの医療費助成
等も工夫しながら、滝沢市に住んでよかったと思ってもらえるようなま
ちづくりを進めていきたいと思います。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

7
地域
懇談

みどり団地は老朽化が進んでいて、お年寄りもかなり多くなっています。長期的な問題に
なっているのが、下水と排水の問題です。下水について市に相談しましたが、採算が合わな
いとのことで、現在の浸透式の浄化槽をメンテナンスしながら続けていくしかないと思いま
すが、長期的に検討いただきたいです。
排水に関して、市道脇の排水U字溝のところがどうしても溜まってしまうところがあり、夏場
はかなり臭いです。昔は自分たちで清掃していましたが、お年寄りが増え自分たちでできる
ような状態ではなくなってきていますので、U字溝の整備をお願いしたいと思います。

本日上下水道部長が不在ですので、U字溝の場所については後で教えて
いただければお伝えします。下水道については、市街化区域だけという
ように決めておりますことと、人口的な面での採算もあり、それを外れ
てというのはなかなか難しいかと思いますが、いずれ担当部長につない
でおきます。（武田市長）

下水道課

道路課

【下水道課】
市回答のとおり

【道路課】
現場にて、みどり団地の会長様
と内容確認及び協議を実施しま
した。今後の対応について、説
明し納得していただきました。

【道路課】
７月７日

8
地域
懇談

２点ほどお願いがあります。令和５年度のコミュニティ事業にAEDの設置を要望しましたが、
採択されませんでした。ただ、３月の議会だよりを見ますと、地区コミュニティセンターへ
のAEDの設置は必要と考えているというように載っているのですが、今年度の設置と考えてよ
ろしいでしょうか。
もう１点は安全対策に関する要望として、雨水対策工事がこの前完了したばかりですが、４
６号線の水門の用水路のところに安全柵が必要ではないかと自治会で話が出ました。盛岡西
国道維持出張所の方と解決策について話し合いを持ちましたが、持ち帰って検討するという
返事をいただいて以降、未だに返事はもらえていません。先日電話で聞いてみましたが、返
事はいつになるか分からないと言われました。滝沢市としても安全対策として、危険な用水
路がある場合に対応いただけないでしょうか。

AEDに関しては段階的にコミュニティ施設もやっていきますが、まずは
小学校から進めているところです。
安全柵については、調べてお知らせしたいと思います。いずれ安全対策
として我々もしっかりと調べて、河川国道事務所に連絡します。（武田
市長） 地域づくり推進課

河川課

【地域づくり推進課】
地区コミュニティセンターへの
AEDの設置は、令和６年度の設
置を目指します。

【河川課】
管理者に連絡し対策を調整しま
した。

【河川課】
７月４日、
７月１１日

9
地域
懇談

大釜駅を中心とした開発について、現在ビッグルーフ周辺の開発を進めていると広報で拝見
しました。今人口がどこも減っている状況であって、例えば太田地区はすごく住宅が増えて
います。そこで、大釜駅の北側といいますか、市役所側の開発というのを長期的な視点で考
えていただきたいです。駅というのはすごく便利ですので、それを活かして魅力ある地域づ
くりをしていただきたいです。それが若い方々の定住というものにもつながるのではと思い
ます。

大釜駅の北側はすごく可能性のある土地だと思っています。私の公約の
件でお騒がせしていますが、それだけではないです。鉄道があることの
価値をしっかり伸ばしたいと考えています。前潟駅ができたことで価値
が高まっていることもありますので、大釜駅の価値を高められるように
今後も考えていきます。（武田市長） 都市政策課 市回答のとおり

10
地域
懇談

篠木小学校が１５０周年ということで、私も記念の実行委員会参加しておりますが、新聞に
広告を出してはどうかという話のときに、何十周年単位の広告は全て学校でやりなさいよと
いう話でした。確かにそうなんですが、篠木小学校の１５０周年というのは、滝沢市の教育
の１５０年でもあります。そういったことを踏まえると、１つの学校で対応する話ではない
のではないかという話をしています。お金がかかることも分かりますが、市の方でも検討い
ただけないでしょうか。

教育委員会としても市で一番古い歴史のある篠木小学校が１５０周年を
迎えることを本当に誇りに思っています。実行委員会や校長先生とも話
し合いをしておりますが、金銭面でどうこう以上に、どのようにしたら
市の中で他の範となるような１５０周年を迎えられるかについて、一緒
に知恵を絞っているところです。
子どもたちが地域に愛着を持てるような取組みにしていきたいと思って
おります。（太田教育長）
しっかり考えます。（武田市長）

教育総務課

篠木小学校１５０周年記念行事
にあたり、過去資料の提供や式
典への参加など、市教育委員会
として協力してまいります。

11
地域
懇談

大釜南地区は駅があり、盛岡駅にも近くて、地理的条件に恵まれています。よそから来て、
分譲しているところはないかと聞かれたりもします。たまに空き地が出たとなっても、あっ
という間に買い手がつきますし、今はよそから来て住みたくても住める場所が無いという状
況です。今回の総合計画策定にあたっては、その辺も留意いただいて検討していただきたい
です。

先程の大釜駅周辺の開発の話もそうですが、それだけ人気のある、利用
価値のある地域であるということは我々も認識しています。今後の土地
利用計画などさまざまな面で将来を見越した政策として考えていきたい
と思っております。（武田市長）

企画政策課

都市政策課
市回答のとおり

12
地域
懇談

要望と現状について教えていただきたいのですが、看護短大が引っ越してから久しく時間が
経過しております。あれだけ立派な建物も、コロナ禍になって何も感じなくなったように思
うかもしれませんが、生徒が通っているときには活気があったと思っています。何かしら市
として建物の利用方法について所有者から情報等があればお知らせいただきたいです。

コロナ禍前はあるところと話をしているという旨を看護短大から聞いた
りしましたが、やはりコロナの状況の中で少し変化があるようです。情
報を確認してお知らせしたいと思います。（木下経済産業部長）

看護短大の評価を管理団体である岩手女子高自身で再評価し値段決めし
ているところですが、買う方の要望する額に収まるかどうかというとこ
ろです。民民の話になるので、我々は状況を見守るしかないところです
が、行政ができることして相談があればつなぐ、地域の活気につながる
よう考えることと思っています。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

２点お話します。
小学校や中学校、公民館等の公共施設に生理用品を常備してほしいということを昨年来要望
していますが、検討するという話だけで何も対応してもらえていない。小・中学校、公共施
設には事務室に生理用品を常備して、希望する人に無料で配布するというのがやさしさのあ
る自治体だと思います。子どもだけでなく働く女性に対してもそうです。
２つ目は、日赤病院の誘致を公約に掲げていますが、選挙後９か月が経っても何もしていな
いのではないですか。公約というのは任期のうちに達成することを掲げるものと思っていま
すが、ある新聞で１５年くらいかかる計画であるとの記事を見ました。そうであれば、選挙
のときに１５年かかる計画であることを示さないと、市民は任期のうちに取り組むものだと
捉えていると思います。その点について説明をお願いします。

生理用品に関しては、保健室に常備するようにしております。公共施設
への常備については、皆様から実情を伺いながら検討してまいります。
また、日赤病院の誘致については、直接ご挨拶に伺いましたし、関係す
る医師会、市町村等にも挨拶に伺っています。まずは理解していただく
ところから始めていかなければならないと思います。１０年、１５年と
いう説明をしているのは、土地利用計画であったり、関連する道路の設
計変更等、さまざま超えなければならない課題があり、そういった点も
含めて出来上がるとすればそのくらい時間がかかるかもしれないという
話です。現在市役所内でもプロジェクトチームの立ち上げ準備を行って
おり、今後も引き続き取り組んでまいります。（武田市長）

今の学校では、寄付いただいたものや学校で購入した生理用品を保健室
に常備し、必要な子どもには無償で提供しており、返却の必要もないと
いうように取組を変えております。（太田教育長）

企画政策課

学校教育指導課

地域づくり推進課

市回答のとおり

2 総計

私は教員ですが、生理用品の話はすごく大事な話であると思います。保健室に常備している
状況が望ましいかと思います。また、いろいろな施設に設置してほしいという話もあります
が、今社会の中で一番にしなければならないことを検討しながら、だんだんに整っていけば
良いのかと思います。
やさしさについて、ゆとりが必要であると感じます。働く環境や子育ての環境、男性の育休
取得の状況もそうですが、みんながゆとりを持てる環境が整えばやさしさに包まれた状態に
なるのではと感じます。

生理用品に関しては、衛生環境やさまざまな観点を踏まえて、公共施設
への設置等について検討してまいりたいと思います。（武田市長）

企画政策課

学校教育指導課

地域づくり推進課

市回答のとおり

3 総計

先日防災マップを見て、岩手山噴火時の避難所が滝沢南中学校ということで、思い付きで自
転車で行ってみました。歩道を走ってみたのですが、結構段差がありました。私の家の前も
南中生が通学していますが、段差のない道路になればやさしさにつながるのではと思いま
す。

道路の状況については道路課につないで、歩道と道路の段差の在り方に
ついて詰めていきたいと思います。（武田市長）

企画政策課

道路課

【企画政策課】
市回答のとおり

【道路課】
道路整備工事では、例として道
路構造令により横断歩道に接続
する場合、安全な通行を考慮し
て歩道と車道の段差２㎝を標準
として、施工しております。縁
石による歩道と車道の分離は歩
行者等の安全確保のため重要な
ものであると考えております。

4 総計

昔はいろいろな行事で人とのつながりがありましたが、コロナ禍の影響で一段と希薄になっ
てしまった印象があります。チャグチャグ馬コも復活しましたが、以前は前夜祭を行ってい
たかと思います。大変賑わっていた印象があります。ビッグルーフで若干の催しは行ってい
るようですが、いまいち盛り上がりに欠ける印象です。巣子地区では山車を使ったお祭りを
行っているという話も聞きました。ビッグルーフ近辺の開発が進めばどういった催しが開催
できるのか楽しみにしているところです。

今年度のチャグチャグ馬コは全体で２２万人以上の参加であり、ビッグ
ルーフでは９千人を超える来場があったと聞いています。また、滞留時
間が長かったようです。馬コの行進を見るだけではなく、出店等も楽し
んでいただけたようです。私の見た印象では、ビッグルーフ前が一番賑
わっていたかなと思います。（武田市長）

企画政策課

観光物産課
市回答のとおり

5 総計

人に対してのやさしさと同じく、環境に対してのやさしさについても考えていきたいです。
滝沢市はプラスチックや陶器の破片等も普通ゴミとして出せて楽だなと思う一方、ゴミの分
別次第ではリサイクルにもつながるのではと考えています。

ゴミ処理については、これから広域ゴミ処理に移行していき、分別方法
も変わってくるかと思います。重要なのはいかにゴミの量を減らすか、
そしてリサイクルに取り組んでいくかということだと思っており、この
点に向けての取組みはこれからもっと必要になってくると思います。
（武田市長）

企画政策課

環境課
市回答のとおり

6 総計

私は障がい者ですが、最近社会福祉協議会や市の対応がやさしさに包まれたというのにぴっ
たりだと感じます。これまでは盛岡市の取組に比べてどうかなと思うこともありましたが、
最近は一生懸命考えてくれるようになったと感じ嬉しいです。
もう一つ、今老人クラブでボッチャに取組んでいますが、障がい者や老人だけでなく、健常
者や若い人でも楽しめるスポーツであると思いますので、ぜひ推し進めてほしいと思いま
す。

社会福祉協議会の対応についてお褒めの言葉をいただきありがとうござ
います。さまざまな状況に対応できるよう、市健康福祉部も一緒になっ
て行動していきたいと思います。（武田市長）

地域福祉課

生涯学習スポーツ
課

【地域福祉課】
市回答のとおり

【生涯学習スポーツ課】
地域スポーツの推進に取り組ん
でいる市スポーツ推進委員の皆
さんと連携・協働しながらボッ
チャの普及・啓発に努めて参り
ます。

⑨　室小路地域づくり懇談会

28



7 総計

私はみなさんの笑顔を見るのが好きなので、今度の夏祭りも多くの方の笑顔が見られたらい
いなと思っていますし、人の集える場所にみんなが集えて、やさしさに包まれればいいなと
思います。

この公民館をつくったとき、みなさんの笑顔が私も嬉しかったです。室
小路の地域はさまざまな世代の方がいらっしゃいますので、いろんな世
代の方々が集まれる環境を作っていきたいと思います。（武田市長）

企画政策課

地域づくり推進課
市回答のとおり

8 総計

孫が５人いますが、育てていくには若い夫婦だけではとても大変だと思います。男性の育休
とか取りやすくなれば、余裕ができていいのかなと思いながら私も手伝っているのですが、
これからの未来のある子どもたちが伸び伸びと生きていけるような環境になればいいなと思
います。

市として、率先して男性職員の育休取得に取り組んでおり、取得する職
員も随分増えてきております。夫婦一緒にゆとりのある子育てに取り組
めるようこれからも考えてまいりたいと思います。（武田市長）

男性職員の育児休業取得は３カ月から２年程度の範囲ではありますが、
若い男性職員はほぼ取得している状況です。民間の企業だと男性の育児
休業取得が進んでいないという状況もあるようですが、市としては子育
て環境をやさしくするため、さまざまな子育て政策、環境づくり取り組
んでまいりたいと思います。（佐藤企画総務部長）

企画政策課

総務課
市回答のとおり

9 総計

ビッグルーフの産直が音楽だけで、いらっしゃいませとかの声が全然聞こえない。西根や雫
石の産直ではもっと声が聞こえてくる。ビッグルーフは葬式会場みたいだという話も聞きま
す。滝沢市の場合は１億円払って外部の業者に丸投げしているから、売り子の人たちから別
に売り上げがなくてもいいというような感じを受けます。普通の産直ではもっと売り子の人
たちが必死にやっていると思います。今後もビッグルーフの運用はこのままで良いのかなと
疑問に思います。

コロナ禍で大きな声を出すことを控えていた状況が考えられます。多く
の方に利用いただいているのは事実ですので、その部分を伸ばしていけ
るよう取組み、活気ある場所となるよう市民のみなさんと一緒に考えて
いきたいと思います。（武田市長）

地域づくり推進課 市回答のとおり

10 総計

毎朝登校している小学生におはようと声をかけると、おはようと返してくれることがすごく
嬉しく感じています。
今孫が南中学校に通っていますが、通学路が暗いです。篠木方面は昨年ライトがついたよう
ですが、こちら側はまだのようですので、なるべく早くついてほしいなと思います。

通学路整備については、御指導をいただきながら一緒になって考えてま
いりたいと思います。（武田市長）

企画政策課

防災防犯課
市回答のとおり

11 総計

滝沢に来て２０年ちょっとになりますが、来た時は滝沢のことを何も知らず、近所の方や班
長さんにいろいろと教えてもらったことにやさしさを感じました。私も同じように出来れば
と思いながら子ども会活動や自治会活動に参加してきました。小学校や保育園も増えてきて
いるので、孫の世代まで住んで行ければいいなと思います。
通学路の歩道が狭かったり、車が結構スピードを出して走っているのが危ないと感じるの
で、皆さんにやさしい気持ちで運転してもらえたらと思います。

歩道の拡幅、交通ルールの徹底といった部分もしっかりと取り組んでま
いりたいと考えていますので、ご指導よろしくお願いします。（武田市
長）

企画政策課

道路課

防災防犯課

市回答のとおり
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12 総計

いきいきサロンの担当をしていますが、地域包括支援センターの保健師さんに教わっている
シニア体操がすごく良いなと思いますので、もっと進めてもらいたいです。
また、紫波町のオガールを研修で視察してきましたが、町の中心に警察から役所から関連施
設を全て集めて、先見の明がある建物だと感じました。今度市役所前を開発するようです
が、市民からの声を集めて、１０年２０年先を見据えたものを作ってほしいと思います。

これまでもさまざまな体操がありましたが、一番は参加しやすい、継続
しやすい体操に取り組むことだと思っています。何かを用意するもので
はなく、皆さんが参加しやすい体操が良いということを福祉分野に伝え
て取り組んでまいりたいと思います。（武田市長）

企画政策課

地域包括支援セン
ター

都市政策課

【企画政策課】
市回答のとおり

【地域包括支援センター】
市回答のとおり

【都市政策課】
市役所前の中心拠点商業地区に
ついては、住民アンケートなど
により、「食べる」「買う」
「医療・健康増進」「子育て」
の４つの機能を有するコンセプ
トを市が定め、現在、このコン
セプトに沿った商業施設等の整
備を民間開発者により進めてお
ります。

13 総計

ゆとりがあるとやさしさにつながると思います。子育てしている自分にとっては、日々の子
育てと生活とで精一杯の状況ですが、近所の人が草取りをしてくれたり、木が絡まっている
のを直してくれたり、嫌がる人もいるでしょうが、私はすごく助かっていてありがたいなと
感じています。人とのコミュニケーションはすごく大事だなと感じています。

周りの方が助けてくれる、地域の中でお互い様が当たり前になっている
状態が本当に良いものだと思います。おせっかいと取る人もいるかもし
れませんが、コミュニケーションとして捉えられるように取り組んでま
いりたいと思います。（武田市長） 企画政策課

地域づくり推進課
市回答のとおり

14 総計

物価高騰で余裕がなくなってきている状況で、これがいつまで続くのかという点で将来が不
安です。
やさしさに包まれた滝沢を考えると、年を取ってからも歩いて通える病院があったりとか、
衣食住に困らないように生活圏にいろいろあれば嬉しいと思います。

徒歩圏内で用事が済むようにとのことで、まずは住民票等の交付がコン
ビニでもできるようにとか、少しでも利便性が向上するようさまざま活
用していきたいと思います。また、物価高騰対策については、現状を踏
まえて国に要望しながら、皆さんが安心できるような環境を整えてまい
りたいと思っています。（武田市長） 企画政策課 市回答のとおり

15 総計

市長がおっしゃっていたさまざまな世代の方がいきいきと過ごせる地域になれば、やさしさ
に包まれた状態になるかなと思います。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

16 総計

ビッグルーフに新たに設置された滑り台に描かれた馬の目がとてもやさしい目をしていて、
私の中で今一番やさしさのシンボルになっています。

市役所でも子どもの声が多く聞こえ嬉しいです。昨今、公園で大きな声
が聞こえてうるさいというような声もあったりしますが、滝沢市で集う
方々がやさしさをもって見守っていただけている状況に嬉しくなりま
す。何より子どもが元気に遊ぶ姿はこちらも嬉しくなりますので、そう
いった環境を作ってまいりたいと思っています。（武田市長）

企画政策課

地域づくり推進課
市回答のとおり

17
地域
懇談

やさしいまちということで、競争にこだわらない市になってほしいと思います。わかりやす
い例で言うと、マイナンバーカード取得率が全国で１位とか、そういったことに囚われない
市になってほしいと思います。それがやさしさじゃないかなと思います。

おっしゃる意見はよくわかります。まずは市民のみなさんが安心して取
得できる環境を作っていくことを最優先に考えていきたいと思います。
（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

18
地域
懇談

ここに来る途中で、自転車に乗った小学生が転んでしまって、カゴに入っていたボールが転
がっていってしまったのを見ました。子どもは自分も痛いだろうに急いでボールを追いかけ
ていって、車もちゃんと止まってくれていました。私は自転車を起こしてあげて、「大丈
夫？」と声をかけたのですが、自分がやさしくできると、いつか帰ってくるかななんて思っ
たりしました。

盛岡大学の学生から、やさしさって一方的な面もあるけれど、誰かにや
さしくすると、やさしくされた人はまた次の人にやさしくできる、やさ
しさの循環が生まれるまちであればという意見をいただいています。ま
た、経済的な面で恵まれていないと人には優しくできないという意見も
いただいております。
子どもたちがやさしさという言葉から考えてくれたさまざまなことを第
２次滝沢市総合計画にしっかり織り込んでいきたいと思います。（武田
市長）

企画政策課 市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

私が優しさを感じるときですが、地域の中での活動の際に快く引き受け、お手伝いをしてく
れるというのが優しいなと思います。７００世帯ぐらいある小岩井地域の中で、１人または
２人ですが手伝うという電話をくれる方がいます。小さいことですが私はすごく優しいなと
思います。
優しさに包まれた街とはどんな街かについては、地域の中でみんなが協力し合って、いろい
ろな行事を行っていくことが優しさに包まれていると感じます。
一つ一つの行事を私１人だけでやることは無く、体育部や文化部などいろいろな人と協働し
て一緒に行事を行っています。小さな単位で言えば、自治会活動でも優しさに包まれてると
いうことを感じます。滝沢市全体でもいろいろな地域が同じように活動し、みんなが支え合
い繋がってやっていくことが、優しさに包まれた街ではないかとに思います。
そのために私ができることとしては、今まで通りみんなにお願いして一緒に手伝ってもらう
など、一緒に活動していくこと思います。
市ができることは、みんなが活動しやすい場の提供であったり、各地域で集まったときに多
少の支援などが必要になると思います。全国的には子ども食堂などが行われていますが、子
どもだけではなく、地域全体でいろいろな人が集まって食べられる食堂ということを考える
際には、調理場の整備や手伝いなど、地域で足りないところを、市の方も一緒になってやっ
てもらえると進められるのではないかと考えています。

地域のために活動するとき、一緒にやってくれる人がいる、そして声を
かけたら私も手伝うなどの声が上がるということは、お互いがお互いを
本当に信用できる地域なんだと思います。お互いに支え合いあいなが
ら、引き続きやっていただければいいなと思っています。
子ども食堂だけだけではなく、地域の方々が一緒になって食事をする、
そういった環境をこれからも作りたいというようなお話もいただきまし
た。まずはどういったことができるか、我々も持ち帰って考えさせてい
ただきます。この食堂が手狭であることは伺っておりましたので、その
部分も今後どういった改修方法があるのか、そして地域の皆さんが使い
やすい環境をどのように考えるかなど取り組んでいきたいと思います。
（武田市長）

地域づくり推進課

企画政策課
市回答のとおり

2 総計

小岩井地区では、日中の時間帯に高齢者が１人でいることがある。風林ボランティアにより
見守り活動等がなされているが不安なこともあるので、市には目を向けてもらいたいです。
また、この小岩井地区の公共交通機関について、タクシーやバスの利用を計画したこともあ
るようですが、実現に至っていません。今後の総合計画において、現実にやれるかどうかな
ども考えていただきたいです。

ボランティアの方が、地域の足にもなるという活動は伺っておりまし
た。まずは、それぞれの地域の中でどういった形態が活動しやすいのか
など、そこの部分も一緒になって考えながらやっていければと思いま
す。
細かく活動していただいていることに関しまして、我々も敬意を表して
見ておりますし、これから次の形、あるいはしっかりと永続的にやって
いける形というのを、我々も一緒になって考えてまいります。（武田市
長）

地域包括支援セン
ター

都市政策課

【地域包括支援センター】
市では高齢者の方のご様子を伺
うため、実態把握訪問を行って
おります。また、地域の民生児
童委員の方等とも連携し、見守
り体制を整えているところで
す。今後も地域の皆様のご協力
をいただきながら、活動してま
いります。

【都市政策課】
市回答のとおり

3 総計

思いやりを持って接してもらったときにやさしさを感じます。困っているときですとか、気
づいて声をかけてもらったりすると優しいなと感じます。それがまち全体に広がり、できる
方が協力して、できない人たちを助けることができると、感謝の気持ちを持って全員が過ご
せると思いますし、やさしさに包まれたまちなのだと思います。
また、市民の私達ができることとしては、困ってることなどを市に伝える、声を上げること
があるかと思います。
市ができることとしては、声を上げやすい環境を作ってもらいたいと思います。困ったこと
があった際に、声を上げられる、どうせ言っても駄目だと言われると思われないよう、声を
上げることへのハードルを少しでも下げていただけたらと思います。

盛岡大学の学生と優しさについて話合いをした際、やさしさをお返しす
る、また感謝の気持ちを持ちいろんな人に接することでやさしさが循環
する、そういった環境が本市の中に生まれればよい、とのお話もいただ
きました。そういった関係性がしっかりと生まれるように、我々も考え
ていきたいと思います。
困っていることについて、市に対しては言いづらいことと思います。で
すので、地域の困りごとが見える環境をどう作るか考えていきたいです
し、声を上げやすい、相談しやすい体制づくりを行い、不安に寄り添う
ことが市の役目であると思います。その声を地域の中から丁寧に見つけ
拾う部分を、今回の総計の中で考えていきたいと思います。（武田市
長）

企画政策課 市回答のとおり

⑩　小岩井自治会
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4
地域
懇談

コロナ禍もあってか、子どもたちが遊ぶ場所が少ないのかなと思います。公園などもコロナ
過以前はありましたが、今の子どもたちは家以外にどこに集まろうかとなっています。安全
の確保などの面もあることと思いますが、子どもたちが何か自分たちで遊べるような空間作
りがあると良いと思います。
また、老人に関しても元気な方々が集まれる空間もあったら良いのではないかと思います。
元気な方同士のコミュニティがあることで、お互い体調を崩したら確認がし合えるとも思い
ます。

滝沢市役所前のビッググループの広場へ、管理者の方が遊具を設置をし
てくれました。市役所にいますと毎日子どもたちのいろんな声が聞こ
え、すごくありがたいなと思います。一つの遊具を作ることによって、
あるいはそういった環境があることで変わってくることもありますの
で、この点を考えていきたいと思います。
また、元気な老人の方々も集える場所については、コミュニティセン
ターの部分あるいは小岩井駅の改修など踏まえて、この地域の方々が集
まりやすい環境というのは何かを一緒に考えていきたいと思います。
（武田市長）

学校現場でのコロナ禍の３年間は、子どもたちを遠ざける活動ばかりが
多いものでした。子どもたちにとって本当に当たり前の日常が失われた
ことをこれからどうやって取り戻すかが大事だと思います。
たくさんの体験、人との触れ合いが大事だと校長会等を通じて話してい
るところであります。子どもにとって人との関わりの温かさ、優しさを
感じみんなに愛されていることが、かけがえのない成長につながること
と思います。（太田教育長）

児童福祉課

高齢者支援課
市回答のとおり

5
地域
懇談

優しさを感じることについてあまり意識したことはありませんが、日頃からこの地域は優し
い地域だと思っています。散歩をしていると、行きかう人たちと比較的挨拶も気楽に気安く
行っていたり、難しさを感じないです。何かわくわくしたような気持ちがあります。
朝のスクールガードをやっていますが、子どもたちと出会って挨拶をするなど、子どもたち
のそういう姿を見ているだけでほっとします。そういう地域の特性というものがあるのかな
と思いますし、これを大事にしていきたいと思います。
地域の特性と言われると確たることは言えませんが、この地域の歴史を先人の方々たちが築
いてこられて、そしてそれを受け継いでいる住民たちがこれを体現しているのではないかと
思います。

スクールガードで子どもたちに声を掛けることは、本当に素晴らしい環
境だと思います。盛岡大学の学生さんが、母校での教育実習の際にス
クールガードの方から声かけてもらったことについて、卒業して何十年
経っても自分の姿を見てそして名前で呼んでもらえて、感動したと話し
てくれました。このことから、滝沢で教員になりたいと、地元でしっか
りと働きたいと感じたそうです。この話を聞いたときに、スクールガー
ドであったり地域の中で様々な支え合いをしてきたことは、やはり今後
も続けていくものであると思いました。
まずは優しさに関して、小中高の学校でも人間関係を作っていくため、
基本的な挨拶をできる環境を作っていくことが第一ではないかと言われ
ていますので、挨拶がしっかりとできる環境というのを意識して、総合
計画に盛り込んでいきたいなと思います。（武田市長）

学校教育指導課 市回答のとおり

6
地域
懇談

小岩井公民館の建設についてですが、先ほどのお話の中で市長から調理場の件について触れ
ていただきました。まさしく、自治会等で目指しているところであります。以前に話が出て
いますが、小岩井地区に第２公民館があります。そこはある業者から無償で譲り受けていま
すが、使っていない状況です。そこを活用する意見もありましたが、住民からは不便だとい
う意見もあり問題です。調理場の件は、早急にお願いしたいということでの要望ですがいか
がでしょうか。

調理場が手狭であることは課題だと伺っていました。解決の手法は、
我々も今一生懸命考えているところです。公民館やコミュニティセン
ターの件は、各自治体から様々な声が上がってます。室小路でも新しく
建てましたが、地域の皆さんで積み立てなどの準備するなど対応しまし
た。
　建設や改修等については、どの地域も同じようにやっていかなければ
不平不満の原因になりますので、その部分も一緒に相談しながら進めた
いと思います。（武田市長）

歴代の役員の皆さんと話合いをしながら、またこちらの文化祭にお邪魔
した際にも手狭であることは伺っており、十分課題であるということは
捉えております。
先日も会長と副会長を交えて、地域づくり推進課と話をされたと報告が
ありました。今後も話合いをしながら、それぞれ自治総合センターの予
算を使うことなのか、地域と市で折半ですとか、それぞれ負担割合を決
めながら作るかなど検討していることもありますので、担当の方とも話
をしながら進めるように取り組んでいければと思います。（岡田副市
長）

地域づくり推進課

小岩井地域においては、小岩井
駅舎のリニューアルもあり、今
後さまざまな変化があると察す
るところです。
地域の意向を共有させていただ
きながら、将来においても活動
しやすい環境づくりに向けてど
うあるべきか、地域の皆さんと
の話し合いを継続してまいま
す。
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7
地域
懇談

公民館の方は借りている土地で、所有者との契約の話は皆さんもご存知と思います。地域の
皆さんにも何度も話をしているところです。土地の返却をまず進めることで役員会やら理事
会やらで話合っています。公民館の取壊し費用は自治会で負担するものと考えていますの
で、そちらをまず進めながら新しい公民館ができるかをこれから考えていきます。壊すとな
ると、まず公民館が無くなり、今私達が使っているコミュニティセンターのみで活動してい
くこととなり、フル稼働する状態になると思っています。
現在、いきいきサロンの中で高齢者の皆さんに月１回お食事提供しています。４０人程のお
弁当という形で今公民館の調理室で作って運ぶ作業をしていますが、容器代もかかっている
ところです。すぐに公民館を作ることは無理とわかっていますが、相談を進めながら早めに
考えてもらえればと思います。
もし調理場が広くなると、文化祭の食堂も広くできるかと思いますし、子ども食堂ならぬ地
域食堂のように発展させていくためにも必要と思っています。また、この地域には食の匠の
ような存在の方が多くいます。冬には大福作りなどのほか、餅つき大会もやっています。こ
のようにみんなで調理するということも踏まえて、調理スペースを考えてほしいというのが
今の現状です。

地域の皆さんが元気に活動している、あるいは様々なイベントをするこ
とは、子どもたちはよく見ています。やさしさを話していく中では、地
域の祭りに自分たちも参加し、将来にもこのお祭りを残していくことも
あるといった話もありました。やはり地域の皆さんと触れ合うことに本
当に喜びと安心感を子どもは感じているんだと理解しました。地域で行
われるイベント、そしてお祭りを将来的にも残していく、そういったた
めにもやはりこの食堂の手狭さは課題だと私も思っています。
まずは、地域の皆さんの活動しやすい、人が集まる環境を作るかについ
ては我々も一緒になって考えてまいりたいと思います。（武田市長） 地域づくり推進課

小岩井地域においては、小岩井
駅舎のリニューアルもあり、今
後さまざまな変化があると察す
るところです。
地域の意向を共有させていただ
きながら、将来においても活動
しやすい環境づくりに向けてど
うあるべきか、地域の皆さんと
の話し合いを継続してまいま
す。

8
地域
懇談

お祭りの件ですが、子どもたちがそのように言ってくれるのはすごく嬉しいと思いました。
今年もコミュニティセンターの狭い駐車場で４００人ぐらい集まり夏祭りをするのですが、
過去に中学生を巻き込んだお店をやり始め、その当時の中学生がもう大人になり、手伝いを
しているような流れができてきています。
調理室も手狭ですが、駐車場もすごく狭い状況です。調理室と併せて、駐車場も今後考えて
いただければと思います。

地域の皆さんが楽しくそして集えるかも大事ですが、もしものときのこ
とも考えなければなりません。新しくできる小岩駅舎の活用も含めて、
皆さんが活動しやすい環境をこれから整えていけたらいいなと思ってま
す。
まずは、小岩井駅が作ってきた歴史も一緒になり後世に残していくか、
小岩井農場さんにも地域作りに参加してもらえるよう考えていきたいと
思います。（武田市長） 地域づくり推進課

小岩井地域においては、小岩井
駅舎のリニューアルもあり、今
後さまざまな変化があると察す
るところです。
地域の意向を共有させていただ
きながら、将来においても活動
しやすい環境づくりに向けてど
うあるべきか、地域の皆さんと
の話し合いを継続してまいま
す。

9
地域
懇談

小岩井駅の無人化について困っており、声を挙げさせていただきます。
以前は駅員がいたこともあり、大人の存在で管理してくださっていました。無人化になった
ことで大変危険だということで、安全や緊急時の対策のためにも育成会から見守りをしてい
るところです。子どもたちの危険行為は実際にあることですので、この問題について考えて
いただければと思います。

以前からJRにお伝えしたいと思っていることは、電車が停車してから子
どもたちがホームに入ることを、通常ルール化することです。そしてそ
の決まりごとをしっかりと子どもたちが守ることが大事だと思います。
電車での通学は、社会と触れ合う一つのきっかけになると思っていま
す。利用ルールを守り乗車することで、自分たちが社会の中の一人であ
る経験となると考えています。
つきましては、しっかりとルールを決め、どうやって安全に乗降できる
環境を考えて作っていけたらと思います。（武田市長）

子どもたちの登下校の安全っていうのは、何にもまして優先されなけれ
ばならないですし、子どもの命を守ることが一番大事と私達も捉えてお
ります。小岩井駅で安全が保たれているというのは、地域の誇れる財産
であり、保護者の方々、学校、地域の協力がで守られているところがあ
ります。
小学校の２年生の生活科の学習では乗り物学習があります。電車やバス
の乗り方の実地学習を何時間もとっています。それは、社会の仕組みを
学ぶことであり、日常の中でやってきていることです。
問題については、一緒に相談と工夫をしながら進めていきたいと思いま
す。（太田教育長）

都市政策課

学校教育指導課
市回答のとおり

10
地域
懇談

選挙公約の盛岡赤十字病院の滝沢市への誘致についてです。高齢者や子どもにとってもあり
がたいため、ぜひ実現してほしいと思います。一方で、経過を見ていますとトーンダウンし
てきたように受け止めております。今の状況について、お話しいただければと思います。

東日本大震災の際には、自衛隊やDMATの活動があり沢山の命が助かった
ものと思っていますが、沿岸部での病院移転もその要因であると思って
います。安全な場所への搬送、医療活動は大事だと思います。水害に
よって様々な事案が起こることをわかっておきながら、盛岡赤十字病院
もかなりの深さになるかもしれないということで騒がれています。そう
いった情報を私も見ており、誰かが声を上げて訴えることがなければ、
重い腰を上げないと思ってます。
今後、盛岡赤十字病院は建て替えの時期が回ってまいります。その時期
に早く候補地として名乗りを上げることが一番大事と思ってます。まず
は日赤をはじめ、各医療機関や医師会のほか、他自治体の首長に理解し
ていただくことが必要と思います。そして移転の候補地として本市に来
ていただけるような環境を作っていきたいと思っています。まずはそう
いった形で御挨拶しながら進めていきたいと思っております。（武田市
長）

企画政策課 市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

元村南の自治会長であったとき、足りないのはやさしさだと思っていました。第二次総合計
画の市長の主旨に賛成です。地域はつながりが薄くなったと思う。何かが足りない、人を憂
うとこが文字通り根っこにあってのやさしさだと思います。やさしさと言えば、市役所の職
員は話を聞いてくれます。よく聞いてくれるが「いつまでにやります」という返事がないと
思われます。そういうことも要望しながら、地域としてつながりを作るための事業を具体的
に考えていくことが課題と思います。

人と人とがどう支えあうのか、地域のつながりを再構築したいと思って
います。どういった人間関係を作っていくか仕組みを皆さんと一緒に考
えていきたいと思います。（武田市長）

地域づくり推進課

総務課

【地域づくり推進課】
市回答のとおり

【総務課】
市民に寄り添い対話をし、丁寧
な対応を心掛けるよう職員の育
成に努めてまいりたいと思いま
す。

2 総計

滝沢市に住んでいると盛岡市主催の行事等に参加できません。市長同士で話していただけな
いでしょうか。盛岡市西部公民館やマリオスでの盛岡市の催しものに滝沢市民の私も参加し
たいと思っています。私は、以前、盛岡市との合併を望んでおり、残念でした。

参加できるできないの詳細をわかっておりませんので、確認してみたい
と思います。（武田市長）

企画政策課

現状参加できない講座があるこ
とは事実のようです。今後広域
連携の協議の中で、実施の可否
も含めて検討の対象としたいと
考えます。

3 総計

男性用トイレにサニタリーボックスの設置について、話題になっていますが、私は病気によ
り、パットが欠かせない者です。どうしても間に合わない時もあり、トイレで交換するので
すが、市役所の男性トイレにサニタリーボックスは設置されていますか？

市役所庁舎は、今年の６月に男性トイレにも設置しました。順次公共施
設でも設置するように指定管理者等にお願いをしているところです。
（佐藤企画総務部長）

財務課 市回答のとおり

4 総計

在宅で認知症の妻を介護しています。４つの視点に「高齢者」の視点がなかったのが残念で
す。高齢者の位置づけはどうなっていますか？認知症基本法が制定され、２０２５年には７
００万人、５人に１人は発症すると言われているものです。高齢者に対する啓発や予防が大
事と思います。高齢者の視点を入れてほしいです。

基本構想には説明した４つの視点を書きました。今後、具体的に色々な
施策や事業計画を立てていきます。その中で具体的なことを考えていき
たいと思います。（佐藤企画総務部長）

企画政策課 市回答のとおり

5 総計

私は京都の出身です。昭和３８年に名神高速道路が開通してから田舎だったその土地が活性
化し京都にお金が落ちました。如何にして都市計画していくかであると思います。滝沢には
スマートインターチェンジができました。これから創造でき、先進的になることができま
す。せっかく土地があるのに、大胆な創意工夫の都市計画を練って欲しいと思います。創意
工夫により日本一になるための方策はいくらでもあります。娯楽施設、休憩できるところ、
遊び場、観光等大いにやってもらい、同じくお金を投入するなら日本一になる要素のあるも
のを期待します。

スマートインターチェンジの開発はやりたいと思っています。しかし、
その前に工業団地を作るにしても宅地開発するにしても、混雑を解決し
なければ次に進めません。環状線の混雑、この会場のふるさと交流館周
辺が最も渋滞となっていること、市、県、国土交通省が認識しており、
解決のため協議しています。渋滞であると誰も来てくれません。住んで
くれません。協議会を立ち上げて、どのように道路改良すればいいか協
議を始めています。まずは、道路の混雑を解消して、何を作っていけば
いいかを考えていこうと思います。お住いの皆さんが安心する地域づく
りがしたいです。開発後に納得感が無いものにならないように考えてい
きたいと思います。（武田市長）

都市政策課

道路課
市回答のとおり

6 総計

長野県が３０年間日本一を続けている長寿について、私は興味があり、訪問しました。８０
歳、９０歳になっても元気に働いており、何より「食への関心」が素晴らしいものでした。
市も日本一になれるもの考えて欲しいものです。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

⑪　元村地域自治会連絡協議会
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7 総計

令和５年度の市長方針のなかで公約の実現を見据えた事業の取組や現場に積極的に入ること
に取り組んでおられるということで、市長と話そうなどを精力的にやっているものと思って
います。市長が積極的に市民の中に入っていく中でどのような意見を出されたのか、若い人
たちは地域づくりについてどう考えているのか聞きたいです。特にも、大学生、高校生がど
のような話をしたのか聞きたいです。

まずは、ごみの無いまち、地域のお祭りに出かけたい、ユニバーサルデ
ザインが将来につながるだろうといった話がありました。高齢者が安心
して暮らせる地域にしたい、障がいがある人もない人も笑顔で暮らせる
ようにとの話です。また中学生から出たものですが、経済的に恵まれて
いないとやさしくなれない、だから子ども育てやすいまちにしてほしい
との意見もありました。若い人はコロナ禍で控えていたことを再構築し
てしっかりと８年間で何をしてほしいか考えてくれています。盛岡大学
の学生はやさしさを受けた人がやさしくなれる。やさしさの循環が生ま
れるようにしてほしいと言っていました。しっかりとお返ししたいし、
困っていることがあれば、困っているんだと言える環境を作ってほしい
ということを言ってもらっています。東小の出身の盛大の学生が教育実
習に来たら、スクールガードさんが自分のことを覚えており、名前で声
をかけてくれたのがとてもうれしく、ぜひこの滝沢で教職につきたいと
思ったと、仕事で恩返しが指定と思ったと言ってくれたこともありまし
た。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

8
地域
懇談

元村は新興住宅地で、小中学生が多い地域です。中央小学校ができる前は、滝沢小は一番の
マンモス校でした。その通学路である盛岡環状線について、滝沢ふるさと交流館の交差点
は、厨川方面から北に向かう方向の信号に右折矢印信号が無く、朝夕混雑が激しく全く車が
進まないこともあります。
これに関して、警察にも伝え、市と盛岡広域振興局には要望を出しました。振興局からは
はっきりとした回答を得られておりませんが、市は地元の人たちが便利になるように調整い
ただきたいと思います。
信号は、子どもたちの通学路です、渡るのが大変です。

昨年１１月に要望書の提出をお受けしております。環状線は岩手県の直
轄で振興局が管理しています。また信号は警察の範疇となり、これに関
して県は、警察に意見をお伝えしますという回答であったと伺っていま
す。盛岡西警察署は、混雑を把握しているものの、様々なところから信
号の要望があり、優先順位をつけながら整備しており、状況を確認しな
がら今年度検討し、早ければ来年度設置の可能性を考えてるようですけ
れど、まだその判断が出てないというところをお伺いしております。
（長内都市整備部長）

交差点に関しては、村の時代から要望してきています。今年度も８月に
県知事をはじめ県に対する要望会が開かれます。ただいまお伝えした部
分を含めまして、進捗など、さらに強くお願いする形をとっていきたい
と思います。（岡田副市長）

道路課

防災防犯課

企画政策課

市回答のとおり

9
地域
懇談

諸葛川と木賊川の草刈りについて、県から市さらに市から自治会へ委託され、１平方メート
ル当たりいくらといったような単価で年二回実施しています。元村東自治会は、年三回実施
しています。これについて、世代交代が進まず、草刈りを実施するみんなが年を取ってきて
います。これをなんとかしてもらいたいと思います。

自治会の皆さまに業務委託するに当たり、意向のアンケートをしてい
る。川に関する愛好会の皆さまは可能な回答をもらっていますが、それ
以外の自治会の皆さまは大変であると伺っています。市はシルバー人材
センターにも委託について確認しましたが、難しい旨の回答を頂いてい
るところです。自治会の皆さまで出来なくなると県に返すことになりま
すが、そうすると予算がありますので、年一回といった管理になるので
はないかと予想されます。（長内都市整備部長）

河川課 市回答のとおり

10
地域
懇談

また、数年前に川の一部を浚渫してもらいました。けれど、年数も経ち、それ以外の部分は
浚渫されておらず、雨が降ると死活問題と思います。あふれるようなことがあって、人の命
がなくなっては大変です。

浚渫については、県に要望していきたいと思います。（長内都市整備部
長）

河川課 市回答のとおり

11
地域
懇談

３月に要望をして、元村南の防犯部長が説明に行った件二つです。
一つは、盛岡みたけ支援学校から月が丘に向かって進み、工場があった所に作られた団地が
あります。それに伴い、交通量が多くなり、そして、カーブミラーが移設されたのですが、
今立っているものは細く、一方向は死角になります。その改善要望です。
もう一つは、その団地沿いに「グリーンベルト」をもう少し延ばしてほしいというもので
す。住宅で来た時に、支援学校のバスが通ると一台ぎりぎりの道路幅で、中央小とも話、左
側通行しています。それをもう少し延ばしてほしいものです。
この二件について、中身の進捗もそうですが、いつごろ見通しがつくのか知りたいです。職
員は話をよく聞いてくれます。それはありがたいが、でも「いつ頃なのか」ということを
言ってくれません。こちらは、いつごろかという見通しが欲しいのです。申し訳ないけれ
ど、来年なのか、冬前なのかと言った、地域に対して見通しを伝えるのが遅いです。

具体的な場所や手持ちの情報がなく申し訳なく、後ほど、回答します
が、毎年各自治会の皆さまに、子ども達の交通のためなど要望をお伺い
して、安全推進会議という防災防犯課、道路課、教育委員会そして警察
が会してどこを優先して対応するべきかという会議をしています。予算
の範囲内で、どのように対応させていただくか検討しているところで
す。（長内都市整備部長）

相談があったことに対して、いつまでにどういった見通しなのかという
ことをお伝えするってことは大事なことだと思います。その中で職員も
不確かなことは言えない立場にあります。これから予算編成もある中
で、見通しをお伝えしきれないところもあると思います。しかし、その
中においても、状況など段階的にお伝えするべきだと思い、職員にも伝
えていきます。（岡田副市長）

防災防犯課

総務課

【防災防犯課】
市回答のとおり

【総務課】
市民に寄り添い対話をし、丁寧
な対応を心掛けるよう職員の育
成に努めてまいりたいと思いま
す。
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12
地域
懇談

選挙の話です。立候補者は、投票率が高い選挙で当選されたいと思います。投票率を上げる
ために年齢別の投票率きちんと分析しているのかどうかということと、投票率をどう上げよ
うとしているのかということを聞きたいです。私見としては、投票所をもっと増やせばいい
でしょうか、あるいは投票所移動するようにすればいいでしょうか、行きたいけど行けない
人たちのためになど、年代別投票率など実態を捉えて、どう活かしていくのかが将来の課題
だなと思ってます。

若い世代にいかに選挙の大切さを伝えるかということに関し、中高校
生、大学の方にも選挙の制度についての普及啓発を図っております。大
学に期日前投票所の設置行う選挙もありました。ご指摘の年齢別の投票
率の分析もしてるところです。
全国的に投票率が低下しているという実態と、滝沢は国政ほど高くて、
市議選や市長選といった身近な選挙の投票率が低いといった傾向があり
ます。ただし、傾向がそうであるということではなく、投票率の向上に
向けて考えたいと思います。
八幡平市は、投票所の見直しに伴い、物理的に移動投票所を作ったりと
いったこともあるようです。これは投票率の向上には至ってないといっ
た状況を聞きます。
期日前投票所を増やせばいいかといった検討もしています。いずれにし
ましても、より投票しやすい環境を作ることが大事だと思いますので、
検討し、実行できるよう進んでいきたいと思います。
また、選挙管理委員会も皆さまとお話させていただき、考えていると思
います。さまざま、共有を図るような形で進んでいきたいと思います。
（岡田副市長）

選挙管理委員会事
務局

市回答のとおり

13
地域
懇談

私も関連して投票率について話します。市は県内他市町村に比べても投票率が非常に低い状
況にあるかと思います。５月の自治会連合会総会後、北部中部南部三つのブロックに別れ、
投票率向上のために意見交換を行いました。選挙管理委員会も立ちあいのもとに色々なアイ
ディアや施策が出ました。
これから市議選、県知事選、県議会議員選挙がありますが、投票率向上に向け、市は何か施
策や対策を講じているのか、どのように進めていくのか伺います。

投票率は課題です。関心の低さの表れであろうと思います。市長選では
期日前投票が長蛇の列でした。コロナ禍で間隔をあけねばならなかった
点は解決します。ビッグルーフ滝沢と葉の木沢山活動センターの二か所
を期日前設置しますが、制限がなくなったことで投票率が上がると良い
なと思っています。皆さまも様々な場所で投票に行く話をしていただけ
ればと期待しています。（武田市長）

選挙管理委員会事
務局

市回答のとおり

14
地域
懇談

選挙の話がありました。多分、私達の世代が行くことができていないのだと思います。
期日前投票もありますが、仕事で行けなかったり、家に帰って子どもたちのご飯支度がある
など、行かなければなと覚えてるんですけど、結果、忘れます。当日になると何かと理由を
付けて「いけない」と思います。なので、ここをどうクリアしていけばいいのかというのが
課題なのかなと思います。４０代３０代の投票率が上がれば、ぐっと変わってくるのではな
いかと思います。

働く世代の皆さんが、投票に行かなくてはと焦るのではなく、子どもと
一緒に行ってもらいたいです、選挙の一票の大切さをしっかりと教えて
いただく投票行動に移していくということが大事かなと思います。夜８
時まで期日前投票をやっています。今回はコロナ禍の制限はなくなりま
すので、より早く土日でもという環境になるのではないかと期待してい
ます。（武田市長）

選挙管理委員会事
務局

市回答のとおり

15
地域
懇談

今は学校の連絡もメールで来る。みんなLINEで一斉に連絡していたりします。ＰＴＡ会長な
どを通じてお願いしてやればもっと来ると思います。

保護者へ学校からの連絡手段としてメール配信に取り組んでおります。
選挙については子どもたちを連れていくということが未来のために大切
であり、学校からもお便りで選挙に子どもを連れていきましょうという
ことに取り組んでおります。（太田教育長）

選挙管理委員会事
務局

学校教育指導課

市回答のとおり

15_2
地域
懇談

また、わかってらっしゃることではあると思いますが、子ども達は色々取り組んでいて、発
表会など夜中まで練習頑張ったりしている。発表の機会が残念です。せっかくなので早急に
ＰＲをしながらやっていければと思います。

子どもたちが郷土芸能や教育活動に取り組んでいるのは本当にその通り
でして、この数年間コロナ禍の中で発表の場というものが失われており
ました。人数制限などもあり、市民の皆さまに広くご案内もできません
でしたが、子どもたちの活動の成果や文化的な活動をたくさん披露でき
る機会を今後も大事にしていきたいと思います。
今、目指しているのは、子どもたち一人一人がふるさとに愛着を持っ
て、大切に思い、このふるさとで生きていくことに喜びを感じられるよ
うな教育をしようということです。地域の皆さまのお力を借りながら、
昨年度から滝沢魅力学という学習に取り組んでいます。総合的な活動の
時間と関連させながらスイカの栽培やリンゴの栽培、米作りなど、広く
文化伝統芸術のみならず、滝沢の魅力あるものを子ども達に体験させ
て、育てていく取り組みです。
どうぞ今後ともお力添えのほどよろしくお願いいたします。（太田教育
長）

先ほどSNSのお話ありました、また世代の話もいただきました。
まさに３０代４０代５０代以下の皆さんの投票率が低い実態がありま
す。
様々要因はあると思われます。
市は、ワクチン接種の関係でLINEのアカウントを持ち、市民の方に情報
をお伝えしました。現在は、そのLINEで市の情報も出しています。例え
ば「今日テレビで流れます」とか「選挙期間です」といった情報も出し
ていきますので、共有していただき、SNSも活用していただきながら、
やっていきたいと思います。（岡田副市長）

学校教育指導課

たきざわ魅力発信
推進室

市回答のとおり
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№ 質問・意見 市回答 担当課等 担当課等の対応等 対応日時

1 総計

前回の総合計画の振り返りワークショップに参加しましたが、その中で出た話に、ほどよい
自然が残ってる便利と自然が残ってるこれ非常に滝沢の強みだよねっていう話があったと思
うんですが、この４つの中に何とかそれも盛り込んでいただけるといいかなと思います。

企画政策課

いただいた意見は、「やさしさ
に包まれた滝沢」を目指す第２
次滝沢市総合計画策定の参考と
させていただきます。

2 総計

3 総計

信頼関係がないとやさしさに包まれる世界はできないと思います。信頼関係を構築するため
には挨拶が大事だと思います。これからすぐにできて、お金も掛かからなので挨拶運動など
実施してほしいです。

挨拶に関して、各世代の皆さんからお話をいただいています。滝沢第二
中学校の生徒は、スクールガードや地域の皆さんから挨拶や声をかけて
もらうことが一番優しさを感じると話していました。学校外でも率先し
て生徒から地域の皆さんに挨拶するというお話を聞きました。地域の助
け合いの中で、お互い様の気持ちを持つことにより、挨拶から生まれる
新しい会話があると思いますので、私たちもしっかりと取り組んでまい
りたいと思っています。（武田市長）

企画政策課

学校教育指導課
市回答のとおり

⑫　滝沢ニュータウン自治会

総合計画の中で、地域づくりということをお話されましたが、その前に滝沢市の将来に向け
ての経済的・精神的な豊かさは住民にとって必要だと思います。市長が当選されたとき、滝
沢をつくると話していて、私は感銘を受けました。最近、たきざわ魅力発信推進室という部
署ができて、広報担当が配属されたと聞きました。私はそこで魅力ある滝沢を作ったらどう
なんだと思いました。イノベーションセンター、イノベーションパークで、IT産業の技術革
新など研究されていると思いますが、あれは地場産業になるのか、滝沢の特色ある産業にな
るのでしょうか。また、産業振興の条例ができましたが、私は観光産業にもっと力を入れ
て、全国にチャグチャグ馬コをもっと発信したいです。

子どもたちは今ある豊かな自然を未来に残してもらいたい。それが将来
へのやさしさや滝沢の特徴に繋がると話していました。しかし、今は鳥
獣害被害などの課題があるので、まずは豊かな自然をしっかり残してい
きたいと考えています。ある中学校ではホタルを地域に残していく活動
を、小岩井地域ではカワシンジュガイをこれからも守っていく活動をし
ております。
そして、はたらく滝沢については経済的な部分を補完していきたいと考
えています。現在基金に約２０億円近く積み立てることができましたの
で、大きな災害などが発生したときには、しっかりと対応ができます。
子育てについては、今まで医療費に所得制限があり、他の市町村に比べ
てかなり遅れた状態でしたが、まずは所得制限の撤廃ということで、来
年４月からは所得制限を撤廃して子どもたちの医療費の補助をします。
ただ、そこまで豊かなわけではありませんので、お金の状況を見ながら
数字とは向き合って考えていきたいと思っています。また、滝沢市の特
徴として大学が２つ、高校が２つあること、そしてさまざまな研究施設
もあります。大学が２つあるというこの特徴は、他市にはありません。
また、現在滝沢市も含めて岩手県で最も話題になっているのが、若者の
地元定着です。県外に流出していく人が多く、企業でも従業員が集まら
ない状況です。市内にある盛岡大学では岩手県内に就職する人が７５%
いるそうですが、岩手県立大学は３０％以下だそうです。地域には中小
企業をはじめさまざまな企業があります。その企業と大学生を結ぶこと
が一番大事だと思います。その中で、特にもITの関係においてイノベー
ションパーク内でさまざまな実験施設などがあり、世界各地や国内から
さまざまな方々が来て、研究施設として活用されようとしています。あ
わせて、滝沢市の弱点である盛岡環状線は大型車の混入率が高く、常に
混雑しています。環状線付近に企業を呼び込みたくても混雑が悪化して
しまい、滝沢市で暮らす皆さんに大きな負担をかけることになってしま
います。そこで、今年度から国土交通省と岩手県、滝沢市の３者で盛岡
環状線の改善について協議を始めることができました。混雑が改善され
ることにより、新たな企業を招くこともできます。
観光に関しては、今年開催されたチャグチャグ馬コにおいて、過去最高
である２２万３０００人の方々が来られました。そして今年の特徴とし
ては、ビッグルーフ滝沢にキッチンカーや催し物のおかげもあり、長い
時間ビッグルーフ周辺に滞在していた方々が多かったことです。これ
は、チャグチャグ馬コの新しい弾みになっていると思っています。あわ
せて、これから農家の皆さん、馬を育てる皆さんにも協力していただか
ないとこの文化は続けていくことができません。まずは馬コに出る馬と
農家の皆さんをこれからも支えていきたいと思っています。（武田市
長）

企画政策課

たきざわ魅力発信
推進室

企業振興課

観光物産課

【企画政策課】
市回答のとおり

【たきざわ魅力発信推進室】
市回答のとおり

【企業振興課】
市内には、盛岡大学、岩手県立
大学の２大学が立地しており、
岩手県立大学には、ICTを活用
した問題解決能力を備えた人材
育成を行う「ソフトウェア情報
学部」が設置されています。こ
のような本市の特徴を活かし、
イノベーションセンター及び
パークにおいては、市、岩手県
立大学及び岩手県が連携し、研
究開発支援、既存企業の抱える
技術的課題の解決、新事業の創
出などの促進を図っておりま
す。
また、イノベーションセンター
においては、大学と入居企業の
人材交流や、セミナーなどを実
施し、他分野との交流を図るほ
か、小中学生を対象としたプロ
グラミング教室等、ICTを活用
する体験の機会を創出し、人材
育成に努めております。
今後も、ICTを活用できる環境
整備と機会提供を継続し、イノ
ベーションセンター及びパーク
が、特色あるICT産業の拠点と
なるよう、関係機関と連携し取
り組んでまいります。

【観光物産課】
市回答のとおり
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4 総計

市庁舎裏の上田邸が朽ちて崩壊しそうですが、総合計画に管理についての記載がありませ
ん。また、お山の湯も市民の憩いの場だったと思います。やさしさを求めるのであれば、現
在使われてない施設などについても、総合計画の中に入れてほしいです。

現在、上田邸は屋根の部分などあまり良くない状態です。以前は建物内
でお茶会や蕎麦打ちなどで利用する方もいらっしゃいましたが、今はあ
まり利用されていません。月に１回程度、建物内で火を焚いて茅の保全
に努めていますが、今後きちんと管理ができるように関係課と協議して
いきたいと思っています。
また、お山の湯は岩手山が噴火などした場合の一番危険なレッドゾーン
に該当します。以前議会でもお話がありましたが、湯をくみ上げるポン
プが高額で買い替えても数年でまた壊れてしまうなど、財政的にも厳し
く閉館しました。現在は、市商工会青年部の皆さんが新しい情報発信あ
るいは魅力発信の場所にしたいと活動していただいています。市の若い
人たちが今、さまざま活動していますので、見守っていきたいと考えて
います。（武田市長）

文化振興課

財務課

【文化振興課】
上田邸については、建物内の消
毒及び害虫駆除等を目的に、年
２回燻蒸及び清掃を業者に委託
しております。また、職員が定
期的に状態確認を行っていま
す。

【財務課】
市回答のとおり

5
地域
懇談

ゴミ処理施設の広域化の話が進んでいますが、問題があると思いますので、再検討してほし
いです。どのようなお考えか、聞かせてほしいです。

ゴミの広域化については、盛岡広域の関係市町村と協議を進めていま
す。単独で再度市のゴミ処理場を作るのは難しく、広域化の中でゴミ処
理場を作らない限り、国からの補助金は出ません。今後の広域化につい
て、活用方法や焼却炉の形態、最終処分場について、現在各市町村と話
し合っています。決定内容につきましては、広報などでお知らせしてい
きます。住民の皆さんと一緒に取り組みながら、今後のゴミ処理の在り
方についても議論していきたいと思ってます。（武田市長）

環境課 市回答のとおり

6
地域
懇談

消防団員の手当が個人に振り込まれ、非常に団員としては手厚くなりましたが、消防団には
支給がなく、活動資金がありません。昨年度の市政懇談会でもお願いしましたが、進展はあ
りますか。

他の分団からも同様のご意見をいただいております。今までは分団に振
り込んで分団の運営費を賄っていただいていましたが、今は個人に振り
込む形態に変えました。現在具体的に進んでいる部分はありませんが、
どのようなやり方がいいのか消防団の幹部の皆さんと継続して検討して
いるという状況です。進展がありましたら適宜お伝えしていきたいと思
います。（岡田副市長）

防災防犯課

市では、令和４年度から出動報
酬を消防団員個人に支給してい
ます。このことからも、火災等
の災害出動や各種訓練に必要な
消防器具や装備品について、こ
れまで以上に市として整備・購
入していく必要があると考えて
います。今後も各分団にアン
ケート調査を行うなど、引き続
き団員の皆様が安全に活動して
いただける体制づくりに努めて
参りたいと思います。

7
地域
懇談

滝沢ニュータウン内の街路樹を切ってほしいです。車で十字路を通る際に枝や葉が邪魔にな
り、左右確認が難しいです。（自治会事務局より、既に対応済みとの補足説明あり）

危険箇所につきましては随時対応してまいりたいと思っております。３
月に防災防犯課から地域からの要望を取りまとめ、危険箇所について教
育委員会や防災防犯課、警察などと現場確認し、優先順位をつけて対応
しております。子どもたちを守るという観点からも、対応してまいりた
いと思います。（長内都市整備部長） 道路課

今年度、通行に支障となる街路
樹の伐採及び剪定を実施しまし
た。

６月

8
地域
懇談

地域内の道路の状態が悪いです。穴が開くたびにを補修していますが、ガスやパイプ交換の
補修の跡などもあります。また、雨水の排水も悪いのでＵ字側溝に変えてほしいです。今後
どのように対応していくか、お考えをお聞かせください。

市では道路の修繕計画を策定し、優先順位をつけて対応しております。
安全安心を第一に、子どもたちを守るということを優先順位を高くして
対応しております。
道路につきましても随時悪い場所から対応しております。ご意見承りま
したので、道路課と確認し意見があったところを踏まえながら、修繕計
画に盛り込んでまいりたいと思います。（長内都市整備部長）

さまざまな地域の方から、道路の修繕あるいは雨水の排水について要望
がありました。道路の修繕などについて予算が取りづらいなど難しい状
況が続いており、あわせて工事単価も右肩上がりです。修繕計画に則
り、皆さんに不安がないよう対応していきたいと考えています。まずは
我々ができること、そして市民の皆さんと一緒に何ができるか、これか
らも考えてまいりたいと思っています。（武田市長）

道路課 市回答のとおり
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9
地域
懇談

今年班長になり、自治会費の回収の際に家の場所がわからず数件のお家を訪ねてみました
が、皆さんインターホンで応えて顔を見せてくれませんでした。コロナの影響により行事が
できず、近所の人と関わることもありませんでした。やさしさに包まれたまちにするには、
顔を見て関わり、みんなで滝沢をつくっていくことが大切だと思います。

自治会でも行事などを開催できず、難しい部分もあったと思います。地
域内の人と人との関わりや地域づくりの部分を今後一緒に考えていきた
いです。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり

10
地域
懇談

この数年八幡平市などで、外国資本が土地を買いそこで外国人を働かせるようなことをやっ
ているようです。滝沢市も気を付けなければならないと思います。今後、都市計画などにつ
いても影響を受けないために土地規制など対応して、滝沢市を守っていただきたいです。

滝沢市には都市計画区域があり、滝沢ニュータウンは市街化区域で、そ
のまわりを市街化調整区域で囲んでおります。市街化区域は建物を建て
られますが、調整区域では建物を建てることを規制する形になっていま
す。また、農業振興地域という農地を守る法律もあります。しかし、売
買の部分までは把握しきれないというのが現状です。ある条件を満たす
売買であれば国土法の許可が必要ですが、小さく分けて売られると把握
が難しい部分もあります。いずれ目的に合った使い方については、市で
しっかりと対応していきたいと考えております。（長内都市整備部長）

滝沢市の水道は、地下水をポンプで汲み上げるなどしてほぼ全域の市民
が利用しています。この水源を外国人の方などに取得された場合は、水
源が得られず市民の皆さんの生活に大きく影響することから、市では条
例で土地の取引を制限し、保全するエリアを定めています。取得できる
ものは市で取得し、取得できない場合も地主さんとお話をさせていただ
き、刈り払いなどをしたりしています。
（岡田副市長）

都市政策課

水道整備課
市回答のとおり

11
地域
懇談

滝沢ニュータウンも高齢化が大変進んでおります。一人暮らしの老人の方、高齢者の方、そ
の見守りが必要だと思います。民生委員をしていて見守りを頑張っていこうと取り組んでお
りますが、とても手が足りない状況です。そこで、市としてはどのような方法でやさしさに
包まれた滝沢の実現を目指していくのか教えてください。

本当に難しい問題だと思っています。あわせて、民生委員になる方も少
なく、欠員を生じている状況でもあります。
現在、高齢者支援に関して、地区の見直しを行っています。北部につい
ては法人の方々にやっていただいております。北部以外の部分を、三つ
のエリアに分けて、市で対応する部分、法人の方々にお願いする部分な
ど、どのように進めていくか検討中です。
まず地域の皆さんの不安に寄り添って進めていきたいと考えています。
そして民生委員の皆さんの活動を市民の皆さんにお知らせすることも地
域の安全安心に繋がると思います。地域の皆さんでどのような声掛けが
できるかなど、前向きな状況を作れるようにこれからも考えていきま
す。（武田市長）

地域包括支援セン
ター

市では高齢者の方の身体状況や
生活状況等を把握するため、実
態把握訪問を実施しておりま
す。また、民生委員さんをはじ
めとして、地域の方や見守り協
定を締結している民間企業の方
などと協力しながら見守りをし
ているところです。今後も地域
の皆さまの支援を通じて、見守
りのネットワークを広げていく
ことで困りごとの早期発見と対
応を行ってまいりたいと思いま
す。

12
地域
懇談

以前はゴミ収集車が一定の時間に来ていましたが、最近は時間がまばらになりゴミ掃除の当
番の方も困っています。担当の方とお話しましたが埒が明かず、その上司の方にも契約上で
きませんと言われました。別の方とも話して、最終的には多少対応していただくことになり
ました。
今回の件を踏まえて、職員の方は住民目線で物事を理解していただきたいと思います。市役
所目線ではなく住民目線で問題に対応してほしいです。

大変ご迷惑おかけしました。おっしゃった通り、住民の皆さまの目線で
考えることは大切で、今回は状況をお伝えすることに注視しすぎてしま
い、伝わらなかった部分もあったかと思います。今後も丁寧に説明する
よう徹底してまいりたいと思います。（岡田副市長） 滝沢・雫石環境組

合

総務課

【滝沢・雫石環境組合】
市回答のとおり

【総務課】
この度の担当課職員の対応につ
きまして、心よりお詫び申し上
げます。市民に寄り添い対話を
し、丁寧な対応を心掛けるよう
職員の育成に努めてまいりたい
と思います。

13
地域
懇談

中心市街地を開発中ですが、滝沢らしさがなく、よくある商業施設のような感じがします。
そこにアウトレットを導入するのはどうでしょうか。冬寒いところにはアウトレットは導入
しないとの話もありましたが北海道にはアウトレットがあります。アウトレットがあれば滝
沢だけでなく、周辺の市町村、あるいは県内の業者なども呼び込めると思います。

市が全て開発、区画整理するのであれば企業に要望はできますが、ダイ
ナステージが開発事業者で民間開発しています。民間と民間の契約とい
うこともあり、市の方からもよくあるショッピングモールと同じだと滝
沢らしくないという申し出はしておりますが、開発事業者の採算性や物
価高の影響で、お金を出してもここに来たいという事業者は限られてく
ることもあります。市のコンセプトは「結のまち滝沢」ということで、
食や健康、買う、子育てのこの四つのコンセプトは必ず守るよう伝えて
いますので、それに沿った事業者を選定する約束をしています。やはり
最終的には民間開発というところになりますが、今のご意見もお伝えし
たいと思います。（長内都市整備部長）

都市政策課 市回答のとおり
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14
地域
懇談

防災無線が全く聞こえません。防災無線ばかりでなく、地域でイベントを行う際にスピー
カーを使っており非常に便利ですが、大変苦労している状態です。来ていただいて、防災無
線が聞こえるか確認をお願いします。

周りの状況を確認させていただきながら、検討させていただければと思
います。（岡田副市長）

防災防犯課

防災行政無線の新設について
は、予算や既存のスピーカーと
の関係もあるため、今後も検討
してまいります。
放送内容については、担当職員
が現地確認しましたが聞き取れ
るものと判断しましたが、滝沢
NAVI、いわてモバイルメール、
電話応答サービスの利用周知を
図ってまいります。

15
地域
懇談

毎月広報が届きますが、お金をかけすぎていると思います。チラシはペラペラですが、広報
は立派な用紙にカラー印刷で経費の無駄遣いだと思います。また、以前は広報に綴るための
穴が開いていましたが今はなくなり、保存のしようがなく新聞紙と一緒にゴミに出す状況で
す。みんな今はスマホで情報を見られるので、厚紙にカラー印刷など豪華にしなくてもいい
と思います。

ご意見ありがとうございます。広報につきましては市政について市民の
皆さんにお伝えする大切なツールだと思っております。LINEやさまざま
なインターネットツールでホームページを見ていただいてる方もいらっ
しゃいます。LINEで滝沢市を友達登録していただくと、デジタル回覧板
や広報を発信しております。限られた経費の中で、どのような形で市民
の皆さんにお伝えしていくか、今後検討してまいりたいと思います。
（佐藤企画総務部長）

たきざわ魅力発信
推進室

市回答のとおり

16
地域
懇談

総合計画で何を目指していくのか、はっきりしていなく分かりません。今後進捗があったと
きには市民に知らせるべきだと思います。

本日は総合計画に関してご意見を頂戴したいということで開催しており
ます。小学生、中学生、高校生、大学生、働く世代や各種団体、そして
自治会の皆さんとこれまでお話をさせていただきました。そして今後こ
の総合計画がしっかりと形になりましたら知らせしたいと思います。ま
ずは計画の策定を進めながら地域づくりの計画や８年後の目指す姿を、
今後お知らせしていきたいと思っています。（武田市長）

企画政策課 市回答のとおり
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